
豊田市議会自民クラブ議員団
「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」

に対する回答





豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№1 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
土地利用構想の実現に向け、拠
点における戦略的土地利用の
推進 

【要望内容】
① 超高齢社会と人口減少の到
来に備え、また自動車産業への
大変革の動向を見据え、活力あ
る都市として持続的な成長を実
現するため、都市基盤を生かし
た居住や産業等戦略的な土地利
用を推進するための予算を確保
すること。 

・土地利用構想の実現に向けた戦略的土地利用を推進するため、住宅
供給施策については、住宅マスタープランに基づき、居住誘導拠点
におけるまちづくりに必要な調査等を進めていく。 
・産業用地施策については、産業用地整備の基本方針に基づき、産業
誘導拠点における計画的な産業用地整備の事業展開に必要な調査及
び周辺道路整備等を進めていく。 

（企画政策部 土地利用調整課、産業部 産業労働課、
建設部 土木課、 

都市整備部 定住促進課、市街地整備課、区画整理支援課）

・土地利用対策調整費 
（１０百万円） 

・土橋土地区画整理事業負担金 
（９０百万円） 

・土橋土地区画整理事業繰出金 
（１９７百万円） 

・花園土地区画整理事業負担金 
（７８２百万円） 

・花園土地区画整理事業繰出金 
（１，０１８百万円） 

・八草駅周辺土地利用調査費 
（５４百万円） 

・上豊田駅周辺土地利用調査費 
（２百万円） 

・若林駅周辺土地区画整理調査費
（２１百万円） 

・豊田東インターチェンジ周辺地 
区産業用地造成事業繰出金 

（４０百万円） 
・市道改良費１ 

（５８２百万円） 
・産業誘致活動費 

（１７百万円）
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№2 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
山村地域の人口確保をするた
めに地域資源を活用したまち
づくりの推進。山村条例に沿っ
た、おいでん・さんそんプラン
の積極推進 

【要望内容】
① 山村地域の振興に向けた
「（略称）山村条例」の理念及
びおいでん・さんそんプランを
推進していくため、多様な主体
との共働により、山村地域の魅
力・資源を活用した移住・定住
や教育の推進、交流・関係人口
の拡大に向けた取組に必要な予
算を確保すること。 

・移住・定住や教育の推進にあたっては、空き家等を活用した住まい
の確保や特色を生かした教育の推進など地域と共働で進めていく。 
・加えて、山村地域にある市営住宅等の入居要件等を見直し、支所や
地域との連携や役割分担により定住につなげていく。 
・また、人口減少及び高齢化を踏まえ、都市部の企業や団体等が地域
と継続的に関わる交流機会を創出するなど、関係人口の拡大に向け
た取組を進めていく。 
（企画政策部 企画課、教育部 教育政策課、産業部 農政企画課、
都市整備部 定住促進課、地域振興部 地域支援課及び関係支所） 

・住宅取得費補助金 
（５４百万円） 

・定住促進費   （１百万円） 
・雇用定住促進費 （2百万円） 
・山村地域等空き家再生事業補助 
金      （３８百万円） 
・空き家情報バンク登録促進事業 
補助金     （３百万円） 
・山村地域等空き家活用起業支援 
事業補助金 （１百万円） 
・２戸２戸作戦推進費 

（１２百万円） 
・宅地造成費／小原町地区造成費

 （2百万円） 
・グリーンツーリズム推進費補助 
金       （３百万円） 
・都市と山村の共生推進費 

（４４百万円） 
・農商工連携促進費（１百万円） 
・６次産業化促進費（２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№3 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
山村地域の人口確保をするた
めに地域資源を活用したまち
づくりの推進。山村条例に沿っ
た、おいでん・さんそんプラン
の積極推進 

【要望内容】
② おいでん・さんそんプラン
の更なる推進に向け、空き家空
き地活用、小学校区定住計画、
足助高校の魅力化、通信制教育
の検討、都市との交流、多様な
働き方実現など各種取組におけ
る研究、実証をするための予算
を確保すること。 

・「おいでん・さんそんプラン」の重点取組項目として「空き家を活
用した移住促進」、「高等学校の魅力化」、「都市と山村の交流を通じ
た関係人口の創出・育成」、「多様な働き方の実現」を位置付けてお
り、これらの取組を中心に、引き続き持続的な山村地域づくりに向
けた研究や実証などの取組を進めていく。 

（企画政策部 企画課、都市整備部 定住促進課、 
教育部 教育政策課、地域振興部 地域支援課及び関係支所） 

・都市と山村の共生推進費 
（４４百万円） 

・住宅取得費補助金 
 （５４百万円） 

・定住促進費   （１百万円） 
・雇用定住促進費 （２百万円） 
・山村地域等空き家再生事業補助 
金      （３８百万円）
・空き家情報バンク登録促進事業 
補助金     （３百万円）
・山村地域等空き家活用起業支援
事業補助金 （１百万円） 
・２戸２戸作戦推進費 

（１２百万円） 
・宅地造成費／小原町地区造成費

（2百万円）
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№4 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
SDGｓ未来都市に向けた取組
推進と重点施策新エネルギー・
次世代モビリティーの普及促
進 

【要望内容】
① SDGｓの情報発信を強化
し、更なる市民意識の向上、Ｓ
ＤＧsパートナーや協議会との
連携を図り、加速化するための
予算を確保すること。 

・ＳＤＧｓの情報発信拠点であるとよたエコフルタウンを活用しなが
ら、各種イベントやオンラインセミナー等を継続的に実施する。 
・市民のＳＤＧｓに対する更なる意識向上と行動促進を目指し、令和
４年度に制作した「ＳＤＧｓ理解促進ツール」を活用し、新たに地
域内におけるＳＤＧｓ人材の育成事業を実施する。 
・また、とよたＳＤＧｓパートナー「登録」制度を令和５年 4月に改
正し、情報の発信・交流の機能を強化し、ＳＤＧｓ達成に向けた行
動を促進していく。 

（企画政策部 未来都市推進課） 

・ＳＤＧｓ推進費 
（委託料うち、１４百万円）

・低炭素社会モデル地区推進費 
       （１４４百万円）
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№5 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
SDGｓ未来都市に向けた取組
推進と重点施策新エネルギー・
次世代モビリティーの普及促
進 

【要望内容】
② 新エネルギー・次世代モビ
リティーの普及促進に向け、事
業の取組が加速化するための予
算を確保すること。 

・「豊田市つながる社会実証推進協議会」等のプラットフォームを活用
し、関係企業との連携を推進することで、エネルギー地産地消や先
進移動技術実証の推進を図る。 

（企画政策部 未来都市推進課） 

・環境性能に優れた次世代自動車の普及拡大に向け、プラグイン
ハイブリッド車、電気自動車及び燃料電池車（ＦＣＶ）の車両購入
費補助や充電設備の導入補助を継続する。 
・環境性能に加えて電動車の外部給電機能を、災害等の停電時に移動
式電源として活用する「ＳＡＫＵＲＡプロジェクト」について、引
き続き自動車販売店等と連携しながら取り組み、市民に次世代自動
車の有用性を啓発する。 

（環境部 環境政策課） 

・次世代エネルギーシステム推
進費     （２３百万円） 

・先進技術等移動支援事業費 
（１０百万円） 

・次世代自動車普及促進費補助
金      （９６百万円）

・事業者向次世代自動車普及促
進費補助金  （１２百万円）

・次世代自動車普及促進費 
          （1 百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№6 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
脱炭素社会の実現に向けた取
組の推進 

【要望内容】
① バッテリー式電気自動車
（BEV）の普及を目指した市内
充電器の更なる充実を図るため
の予算を確保すること。 

・令和５年度には、急速充電設備を整備するなど、ＢＥＶ普及に向け
て策定した第二期充電インフラ整備方針に基づく充電設備の整備を
実施する。   

（企画政策部 未来都市推進課） 

・次世代自動車普及促進事業費 
（６百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№7 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
脱炭素社会の実現に向けた取
組の推進 

【要望内容】
② 使用済みニッケル式バッテ
リーの再利用による据置型蓄電
池の更なる活用とリチウム式バ
ッテリーの再利用における実証
を行うための予算を確保するこ
と。 

・車載電池のリユースについては、「豊田市つながる社会実証推進協議
会」の企業等とともに実証に取り組み、車載電池が有効活用される
仕組みづくりに向けて官民の連携を強めていく。 
・令和５年度には、リチウムイオンバッテリーの定置型としての
リユース活用に向けて適地の調査などを行う。 

（企画政策部 未来都市推進課） 

・次世代エネルギーシステム推進
費      （２３百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№8 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
より効率的・効果的な行政運営
に資する新たな公会計制度の
導入 

【要望内容】
① 現在の会計制度である単式
簿記・現金主義会計に複式簿
記・発生主義会計を加えること
で、市が有する財産である「ス
トック情報」及び減価償却費な
どを含む正確な「コスト情報」
を明らかにし、市民への説明責
任を一層果たすとともに、より
効率的・効果的な行政運営を行
うことができる新たな公会計制
度の導入に向けた調査・研究及
びシステム導入する予算を確保
すること。 

・発生主義によるストック情報・フロー情報を総体的・一覧的に把握
するため、財務諸表の作成及び固定資産台帳の更新作業を引き続き
行う。また、効率的・効果的な行政運営に寄与するような財務諸表
等の活用方法について、調査研究を進める。 

（企画政策部 財政課） 

・公会計改革推進費（２百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№9 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
デジタル技術を活用した効率
的、効果的な質の高い行政運営
の推進 

【要望内容】
① デジタル強靭化戦略に基づ
き、質の高い行政運営を推進す
るため、「スマート窓口」「AI
相談窓口」については、デジタ
ル手続の視点を踏まえて、研
究、実証に取り組み、早期実現
に向けて予算を確保すること。
さらに、これら取組を支える
「AI・RPA 等システム導入及
びメンテを行い内部事務の効率
化」については、全庁一体的に
推進する予算を引き続き確保す
ること。 

・スマート窓口については、市民課でのシステムの導入を行うととも
に、市民部・福祉部・子ども部の関係課から構成される「スマート
窓口部会」を設置し、「行かない・書かない・待たない窓口」の具
体的な実現策をとりまとめ、取組を進めていく。 
・ＡＩ相談窓口については、これまでの成果を踏まえてＡＩの精度向
上など実装に向けて、引き続き福祉総合相談課・子ども家庭課・民
間企業と共同研究に取り組んでいく。 
・また、既に導入しているＡＩチャットボット、ＡＩ―ＯＣＲ、ＡＩ
議事録、あいち電子申請届出システム、ＲＰＡの活用促進を図ると
ともに、それに必要なＢＰＲ（業務の見直し）に関する取組にも重
点をおきながら、内部事務の効率化を全庁一丸となって加速させて
いく。 

（総務部 情報戦略課）

・デジタル化・スマート化推進費
（８７百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№10 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
デジタル技術を活用した効率
的、効果的な質の高い行政運営
の推進 

【要望内容】
② デジタル強靭化戦略の各種
取組は、今後の本市のデジタル
化を加速させるものであるた
め、特にデータの利活用は、デ
ジタル化を支えるもので、積極
的かつ戦略的な取組を進め、将
来を見据えた取組が実施できる
よう予算を確保すること。 

・豊田市デジタル強靱化戦略に位置付けているオープンデータ等の活
用については、令和３年度及び４年度において全庁取組方針として
位置付け、取組を進めてきた。その中で、「豊田市オープンデータ
ガイドライン」の改定を進めるとともに、企画政策部・総務部の関
係課で構成するデジタル化推進チームでもデータの利活用について
重点的に検討を進めてきた。 
・令和５年度においても、国が進めるデジタル田園都市国家構想など
の考え方などを踏まえ、本市のデータ利活用を積極的かつ戦略的に
進める調査・研究を行うとともに、データ分析ツールの更なる活
用、官民連携などの取組を加速させ地域課題の解決などに取り組ん
でいく。 

（総務部 情報戦略課）

・次世代通信網・データ活用推
進費    （４２百万円） 

10



豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№11 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
デジタル技術を活用した効率
的、効果的な質の高い行政運営
の推進 

【要望内容】
③ デジタル化推進本部を組織
する職員のデジタル化に関する
知識向上及び取組意欲向上に向
けた人材育成に必要な予算を確
保すること。 

・ＤＸ人材の育成に関しては、企画政策部・総務部の関係課で構成さ
れるデジタル化推進チームでの重要検討事項として位置付け、取組
を進めてきた。 
・具体的には、デジタル化推進本部を構成する本部員（副部室局長）
を対象とした外部有識者との意見交換や、ＤＸに関するトレンドな
どを把握できる環境を提供したほか、若手職員によるＤＸ推進に向
けた施策提案を実施した。 
・令和５年度も引き続き、基礎的なデジタル知識の習得、デジタル技
術やデータの活用等、具体的な研修等を実施しながら、今後必要と
なる人材育成に取り組んでいく。 

（総務部 情報戦略課、人事課）

・デジタル化・スマート化推進費
(８７百万円)  

・次世代通信網・データ活用推
進費    (４２百万円)  

・職員研修費（うち、ＤＸ人材育
成研修費）   (２百万円) 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№12 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
時代に即したコンピュータシ
ステムの効果的利用の推進と
情報セキュリティの維持向上 

【要望内容】
① 今後自治体においても利活
用が進むことが想定されるクラ
ウドサービス等の新たな技術の
導入を見据え、効率性、利便
性、安全性の高いシステム基盤
の整備（システム導入やメンテ
ナス）が必要であり、そのため
の予算を確保すること。 

・令和４年度からコンピュータネットワークを再構築し、これまで
別々であった業務系ＬＡＮとインターネット系ＬＡＮの統合作業を
段階的に実施しており、令和 5年度は庁外施設にも拡大してい
く。 
・これにより、業務用パソコンでインターネットを利用することも可
能となり、効率性、利便性を向上させるとともに、クラウドサービ
ス等の導入の促進を図る。 

（総務部 情報システム課） 

・情報システム基盤費（うち、機
器整備費・ネットワーク費） 

（６９１百万円） 
・情報セキュリティ推進費 

（７０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№13 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
時代に即したコンピュータシ
ステムの効果的利用の推進と
情報セキュリティの維持向上 

【要望内容】
② テレワークやオンライン会
議など多様化する業務形態や巧
妙化するサイバー攻撃等に対応
するため、時代に即した情報セ
キュリティ対策に必要な予算を
確保すること。 

・これまでの対策に加えて、業務系ＬＡＮの無線化を実施するにあた
り、最新の暗号化方式を採用するとともに、指定したパソコンしか
接続できないような対策を講じて、重層的なセキュリティ対策の仕
組みを構築する。 

（総務部 情報システム課） 

・情報セキュリティ推進費 
 （７０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№14 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
時代に即したコンピュータシ
ステムの効果的利用の推進と
情報セキュリティの維持向上 

【要望内容】
③ 職員の働き方改革やペーパ
ーレス化を促すため、庁内にお
ける業務用コンピュータネット
ワークを、現在の有線接続から
無線接続に切り替えるための予
算を確保すること。 

・本庁及び庁外施設の業務系ＬＡＮの無線化を実施し、ペーパーレス
化及び事務室のフリーアドレス化等、事務の効率化の推進を図る。
・無線化を実施するにあたっては、無線アクセスポイントを効率よく
設置するよう事務室等の電波状況を事前に調査するとともに、セキ
ュリティに配慮した上で実施する。 

（総務部 情報システム課） 

・情報システム基盤費（うち、ネ
ットワーク費） 

（４８４百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№15 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
公有財産の有効活用の促進 

【要望内容】
① 市が保有する公有財産の適
正管理及び効率的な運用を推進
するため、所有する全公有財産
を把握する予算及び組織構築へ
の予算を確保すること。 

・公有財産については、道路台帳など他の台帳で管理されているもの
を除き、公有財産管理システムや固定資産台帳による把握に向け
て、必要に応じて予算を確保していく。 
・また、令和５年度から企画政策部に新たな所属を設置し、市有財産
の「最適化」、「有効活用」、「総合調整」を早期に推進していくとと
もに、予算を確保していく。 
            （総務部 財産管理課、行政改革推進課）

・財産管理費 管理費 
（１０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№16 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
公有財産の有効活用の促進 

【要望内容】
② 公有財産の利活用の推進に
向け、低未利用財産や利活用困
難物件に対する課題解決及び利
活用に向けた予算を確保するこ
と。 

・低未利用財産や利活用困難物件について、物件の把握・精査・課題
整理により、課題解決や利活用のために必要な予算を確保してい
く。ただし、現時点では費用対効果が見込める物件から優先的に市
費を投入し、戦略的に利活用を推進していく。 
                    （総務部 財産管理課）

・財産管理費 管理費 
（１０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№17 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
スマート窓口「行かない・書か
ない・待たない」とマイナンバ
ーカード交付の更なる取組 

【要望内容】
① 市民の利便性向上につなが
る市民課・支所出張所における
スマート窓口の運用開始による
「書かない・待たない」窓口の
実現や、戸籍のマイナンバー連
携などの国の施策について遅滞
なく進めるため、ＩＣＴ機器の
導入・保守などの予算を確保す
ること。 

・スマート窓口については、「豊田市デジタル強靱化戦略」の重点施
策に位置付けており、市民課でのシステム導入などを進めている。
令和４年度からは「スマート窓口部会」も設置し、市民課だけでな
く市民部・福祉部・子ども部など市民が多く来庁する窓口等のスマ
ート窓口の実現に向けて検討を進めている。これらの検討を踏まえ
て必要となる具体的な取組を進めていく。 
・また、マイナンバーカードについては国でもスマートフォンへの機
能搭載、健康保険証や運転免許証との一体化など加速度的に活用が
進むことが想定されていることなども踏まえて、令和４年度から
「マイナンバー部会」を設置し、マイナンバーカードの利活用に向
けて検討を進めている。これらの検討内容を踏まえて、必要な取組
を進めていく。 

（総務部 情報戦略課）

（次ページへ続く） 

・次世代通信網・データ活用推
進費     (４２百万円) 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№17 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・市民課及び支所・出張所窓口において、市民の利便性の向上と事務
処理の効率化を目的に、住民異動に係る申請書作成や異動情報の入
力を自動化する「（仮称）窓口受付支援システム」を稼働させる。
開始時期は令和５年６月を予定する。 
・戸籍のマイナンバー連携に対応し、戸籍の広域交付が開始されるた
め、戸籍システム更新のための予算を確保する。 

（市民部 市民課）

・戸籍住民基本台帳事務費 
（８５百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№18 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
スマート窓口「行かない・書か
ない・待たない」とマイナンバ
ーカード交付の更なる取組 

【要望内容】
② 行政の電子申請が進められ
ている中で、マイナンバーカー
ドは市民のデジタル化の基盤で
あるため、マイナンバーカード
の交付をさらに推進するための
予算を確保すること。 

・支所・出張所・商業施設等においてマイナンバーカード出張申請窓
口を開設するとともに、出前講座などで市民グループ、企業、施設
等に出向き、マイナンバーカード申請手続の支援を行っていく。ま
た、交付等に対応し、月２回休日の窓口開設を継続するため、予算
を確保する。 

（市民部 市民課）

・個人番号カード交付事務費 
（１０３百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№19 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【企画総務部会】 

【要望事項】
国民健康保険制度の安定的運
営に必要な財政対応 

【要望内容】
① 国民健康保険は、医療の高
度化や制度改正などにより税率
引上げを検討せざるを得ない状
況が続いているが、セーフティ
ネットとしての役割やコロナ禍
の影響を考慮し、短期間での大
幅な税率の引上げを避ける市独
自の激変緩和措置を継続するこ
と。 

・国民健康保険税は、制度改正などによる影響や県内他市と比較して
も低い水準であることから、税率を引き上げざるを得ない状況であ
る。ただし、国民健康保険のセーフティネットとしての役割やコロ
ナ禍の影響を考慮し、一般会計から国民健康保険事業財政調整基金
へ適切な時期に必要な額を積み立て活用することで、短期間での大
幅な税率の引き上げを避けるための市独自の激変緩和措置を継続す
る。 

（市民部 国保年金課）

・国民健康保険事業財政調整基
金繰入金 

（１，４０７百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№20 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
地域特性を生かしたまちづく
りの推進 

【要望内容】
① 地域自治システムの拡充に
よる支所権限の強化を発揮でき
る予算を確保すること。 

・支所が地域の意見にきめ細かく迅速かつ的確に対応できる、又は、
地域会議に限らず地域の声を直接聞いて課題解決を事業化できる仕
組みである地域課題解決事業を積極的に活用するほか、地域課題解
決事業及びわくわく事業の予算については地域ごとの上限を設定せ
ずに取り組んでいく。 

（地域振興部 地域支援課及び支所） 

・地域課題解決事業費（地域支援
課及び全支所）（３１９百万円） 
・わくわく事業（地域支援課及
び全支所）（１４０百万円） 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№21 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
地域特性を生かしたまちづく
りの推進 

【要望内容】
② 山村地域の過疎化対策とし
て、民間業界と連携し、空き家
や空き地の発掘や積極的な活用
を図る等、移住・定住施策予算
を確保すること。 

・「豊田市空家等対策計画」に基づき、協定締結をした民間の関係団
体等と連携し、空き家の利活用を進めていく。 
・空き家・空き地情報バンク、２戸２戸作戦宅地分譲事業等を活用 
し、愛知県宅地建物取引業協会豊田支部と連携して、定住施策に取
り組んでいく。 
・このほか、福祉関係団体等、既存の連携団体以外に対する空き家情
報バンク制度の周知活動を行っていく。 
・また、空き家を使って起業する者に対し、金融機関や商工会等と連
 携して、事業実施に係る包括的支援を実施していく。 
・山村地域の支所に設けた、住宅地確保を目的とした農地活用に関す
 る相談窓口の運営に、愛知県行政書士会豊田支部と連携して取り組
んでいく。 
（都市整備部 定住促進課、地域振興部 地域支援課及び関係支所） 

・建築安全対策事務費 
（９百万円） 

・住宅取得費補助金 
（５４百万円） 

・住まい相談総合支援事業費 
（１百万円） 

・老朽空き家等解体費補助金 
（２百万円） 

・定住促進費   （１百万円） 
・山村地域等空き家再生事業補助
金      （３８百万円）
・空き家情報バンク登録促進事業
補助金     （３百万円）
・山村地域等空き家活用起業支援
事業補助金 （１百万円） 
・２戸２戸作戦推進費 

（１２百万円） 
・宅地造成費／小原町地区造成費

（２百万円）
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№22 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
地域特性を生かしたまちづく
りの推進 

【要望内容】
③ ウィズ・アフターコロナを
見据え、国内外への情報発信や
集客・受入を推進するための予
算及び観光資源や地域特性を活
用した取組を推進するための予
算を確保すること。 

・アフターコロナにおける海外からの誘客を見据え、（一社）ツーリ
ズムとよたの公式ホームページ・ＳＮＳや、メールマガジン等を活
用したデジタルプロモーションを外国人旅行者、現地メディア、旅
行会社等へ展開するとともに、営業代行により各国における本市の
観光の認知及び興味関心を高めていく。 
・また、（一社）ツーリズムとよた、各地区観光協会、観光関係者と
連携し、地域の観光資源を生かし、「歴史」「自然」「体験」等、消
費者の趣味・嗜好に合わせた商品の造成やプロモーションを進めて
いく。 

（産業部 商業観光課） 

・旭高原元気村の施設については、ニーズを的確に捉え、スクラップ
アンドビルドなど、コスト意識を念頭に再整備を推進する。 
・「花の里づくり」計画に基づき、「旭高原元気村」の花の里の拠点化
に向けた取組を実施することで、元気村の魅力を高め、地域経済の
活性化につなげていく。 

（地域振興部 旭支所） 

（次ページへ続く）

・ツーリズムとよた補助金 
（１１０百万円） 

・来訪者受入環境推進費／観光地
魅力向上推進費 （４百万円）
・観光プロモーション費 

（１４百万円） 

・旭高原自然活用村費／施設整
備費    （６０百万円） 
・地域課題解決事業費／地域観
光交流費   （８百万円） 

【参考事項】 
令和４年度１２月補正予算 
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№22 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・マイクロツーリズムの需要を踏まえ、集客に向けた情報発信を行っ
ていく。また、香嵐渓１００年プロジェクト等の事業を推進し、観
光資源の新たな魅力の創出や景観の向上に向けた取組を行う。 

（地域振興部 足助支所） 

・豊田小原和紙工芸や小原歌舞伎の後継者の育成、四季桜の景観維持
活動などを推進していくとともに、小原観光協会等が行う地域資源
を活用した商品開発・体験事業などの支援を行い、観光資源の更な
る魅力の向上に取り組む。 

（地域振興部 小原支所） 

・ＷＲＣ開催を契機として三河湖の魅力を高めるため、三河湖観光に
関する現状分析、課題の整理を行った上で、「（仮称）三河湖観光周
辺整備活用計画」を令和４年度中に策定する。 
・本計画に基づき、施設規模の適正化や駐車場の拡大など、三河湖観
光センターの再整備を推進する。 

（地域振興部 下山支所） 

・旭高原自然活用村キャンプデ
ッキエリア水回り施設等整備
事業（債務負担行為） 

  期 間 令和５年度から令和
６年度まで 

  限度額 ２３０百万円

・香嵐渓費／再整備費 
（１９百万円） 

・小原和紙のふるさと費／小原
和紙育成事業費（7百万円） 

・小原歌舞伎伝承活動負担金
（１百万円） 

・地域課題解決事業費／地域観
光交流費   （6 百万円） 

・地域活動推進費／地域観光協
会補助金（定額） 

（２１百万円） 

・三河湖観光センター再整備事
業（債務負担行為） 

  期 間 令和５年度から令和
６年度まで 

  限度額 ２９８百万円

24
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№23 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
地域特性を生かしたまちづく
りの推進 

【要望内容】
④ 地域住民、特に高齢者の移
動手段については、利便性と持
続性の両立を図り、地域バスの
改善などに向けた必要な予算と
生活道路等の整備予算を確保す
ること。 

・令和４年１０月に施行した「地域公共交通計画」に基づき、地域内
における移動手段の確保については、「自助・共助・公助」による
多様な移動手段を組み合わせ、持続可能な移動サービスを実現して
いくことが重要である。 
・利便性と持続性の両立を目指して、地域バスの見直し、タクシーの
更なる利活用、住民共助による移動サービスなど、高齢者のニーズ
に合わせた取組を進めていく。 
（都市整備部 交通政策課、地域振興部 地域支援課及び関係支所） 

・生活道路等の整備については、生活環境の向上に向けた道路拡幅や
視距改良など、必要性や緊急性を考慮し、取り組んでいく。 

（建設部 土木課、地域建設課） 

・地域内交通確保調査費 
（２百万円） 

・地域バス運行費 
（４５９百万円） 

・地域タクシー運行費 
（１１百万円） 

・共助交通支援費 （２百万円） 

・後退用地整備費 
（１４２百万円） 

・位置指定道路整備費 
（３１百万円） 

・市道新設費 （２９８百万円） 
・歩道設置費  （３２５百万円） 
・市道改良費１（５８２百万円）
・市道改良費２（６５６百万円）
・法定外道路改良費 

（２４百万円） 
・市道舗装費 （１１百万円）
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豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№24 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
① 南海トラフ地震の被害予測
結果や風水害などの実績を踏ま
え、豊田市に特化した防災・減
災対策に係る予算や情報伝達機
能の強化を図るために必要な予
算を確保すること。 

【計画の策定に関すること】 
・平成２８年度に策定・公表した、今後の災害対策を進めるための行
動計画である「災害対策推進計画」について、令和２年度に災害状
況や社会状況の変化等を踏まえて中間見直しを行った。中間見直し
後も進捗管理を毎年継続して実施していく。 

（地域振興部 防災対策課） 

【耐震化に関すること】 
・橋りょうについては、平成８年道路橋示方書より古い基準で設計さ
れた橋長１５ｍ以上の橋りょうのうち、緊急輸送道路等を跨ぐ重要
橋りょうに対し、優先順位を付け引き続き計画的に耐震対策を進め
ていく。 

（建設部 道路予防保全課）

・倒壊の危険性の高い、昭和５６年以前に建てられた建築物について
は、今後も耐震診断や耐震改修等補助事業を積極的に進めていく。 

（都市整備部 建築相談課） 

（次ページへ続く） 

・耐震対策費 （１４６百万円） 

・耐震診断費    （７百万円） 
・耐震補強工事費等補助金 
        （２９百万円） 
・民間非木造建築物耐震化補助
金        （７百万円）
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№24 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

【風水害に関すること】 
・想定最大規模に対応した避難場所対策として、水害被害予測調査結
果に基づき、風水害時における避難場所等の拡充を図っていく。 
・近年の浸水被害状況から、水位監視カメラや水位計等を活用し、迅
速、的確な避難行動に繋げる。 

（地域振興部 防災対策課） 

・東海豪雨による浸水実績や豊田市総合雨水対策マスタープラン等に
基づき、順次、河川改修や雨水貯留施設の整備を進めていく。 
・また、矢作川をはじめ流域ごとに策定された流域治水プロジェクト
に基づき、国、県、市で連携し、流域全体で防災減災対策に取り組
んでいく。 

（建設部 河川課） 

（次ページへ続く） 

・防災設備維持管理費 
（１９百万円） 

・矢作川改修促進費 
（３６百万円） 

・河川改良費 （７３９百万円）
・流域貯留施設整備費 

（２１百万円） 

27



豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№24 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

【避難所・避難行動・啓発に関すること】 
・災害時の情報伝達機能の強化を図るため、緊急メールとよたへの登
録促進も図りつつ、引き続き防災ラジオの販売及び申込みを行うと
ともに、更新時期を迎える防災行政無線の適切な維持管理に努め
る。 

・防災啓発・防災教育のほか、多様な情報伝達手段を展開し、市民の
自助の取組を促進するとともに、避難所運営に向けた地域での体制
協議や実動訓練を始めとする自主防災活動の支援を通じて、共助の
取組促進に一層力を入れていく。 
・近年の災害の教訓や社会情勢などを踏まえて、必要な災害用備蓄物
資の充実・見直しを図っていく。 

（地域振興部 防災対策課） 

・要配慮者対策として、地域支援者を始めとした住民に対する「避難
行動要支援者名簿制度」の周知等により、引き続き要配慮者の支援
体制強化を図っていく。 

（福祉部 福祉総合相談課） 

（次ページへ続く） 

・災害時情報通信設備整備費 
（２８百万円） 

・防災行政無線維持管理費 
      （１７０百万円） 
・防災設備維持管理費 

（１９百万円） 

・防災啓発費  （１０百万円） 
・自主防災育成費 （４百万円） 
・自主防災事業補助金 
（各支所合計）  （１５百万円） 
・避難者対策費 （２０百万円） 

・避難行動要支援者対策費 
（１百万円） 
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№24 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

【上下水道事業に関すること】 
（水道事業） 
・主要な配水場などの水道施設を結ぶ基幹管路を強化するとともに、
引き続き医療機関等の重要給水施設への管路を優先的に耐震管へ布
設替えしていく。 
・主要水道施設の耐震診断を実施するとともに、耐震性を有していな
い施設においては、耐震補強や更新を実施していく。 
・自然災害により大規模な断水が発生した場合、市民に飲料水を速や
かに提供するため、既存の災害拠点給水施設の改修及び老朽化した
給水車の更新を行うとともに、計画に基づき飲料用循環式耐震性貯
水槽を設置していく。 
・これらの「新水道耐震化プラン」に基づく取組のほか、近年頻発す
る風水害や異常気象に対応するため、河川の濁水対策や取水不良対
策等を実施して、自己水の安定的な確保に努めていく。   

（上下水道局 企画課、水道整備課、上水運用センター） 

（次ページへ続く） 

・管路耐震化事業費 
（４３５百万円） 

・施設耐震化事業費 
（３５８百万円） 

・固定資産購入費（給水車） 
（２７百万円） 

・飲料用循環式耐震性貯水槽設
置費     （３２百万円） 

・災害拠点給水施設改修費 
（４０百万円） 

・取水施設改良費  
（１７４百万円） 

29



豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

（下水道事業） 
・近年、頻発する集中豪雨による降雨被害を鑑み、気候変動の影響を
踏まえた都市浸水対策の基本計画である「豊田市雨水管理総合計
画」に基づき浸水対策に取り組んでいく。 
・浸水被害後においても一定の上下水道機能の確保を目指した「豊田
市上下水道施設耐水化計画」に基づき、雨水ポンプ３施設及び汚水
ポンプ２施設において、耐水化事業に着手していく。 
・公共下水道雨水管路の耐震化は、「豊田市下水道総合地震対策計
画」に基づき、国の浸水対策下水道事業の補助金を活用し着実に実
施していく。 

（上下水道局 企画課、下水道施設課、下水道建設課） 

・公共下水道事業計画策定費 
（２０百万円） 

・耐水化事業費 （４６百万円） 

・雨水幹線耐震補強費 
（５０１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
② マイ・タイムラインの作成
と活用した避難行動につなげる
ための支援に係る予算を確保す
ること。 

・マイ・タイムラインの作成については、愛知工業大学やＮＰＯ法人
愛知ネットとの連携を強化し、地域の状況や要望等に合わせて内容
や時間など柔軟に対応するなど、住民のニーズを踏まえた効果的な
作成支援の促進に一層力を入れていく。 
・多様な防災啓発・防災教育を展開し、死者数ゼロという目標を達成
するために、地域住民による共助の取組を促進する。 

（地域振興部 防災対策課） 

・防災啓発費 （１０百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
③ 交通事故抑止対策のため、
事故実態を踏まえた交通安全施
設の整備や高齢者等の交通事故
抑止対策、交通安全教育に係る
予算を確保すること。 

・自治区等からの申請に基づき、緊急性や重要性を考慮した交通安全
施設整備を行うとともに、交通事故多発危険交差点や重大事故発生
箇所等については、再発防止に向けた迅速な対応に努めていく。 
・高齢者の交通事故防止対策については、高齢者交通安全防犯世帯訪
問、高齢者運転技術講習会を継続して実施する。また、後付け安全
運転支援装置設置費補助金、自転車乗車用ヘルメット購入費補助金
を引き続き実施していく。 
・交通安全学習センターにおいて、幼児から高齢者まで心身の発達段
階やライフステージに応じた、段階的かつ体系的な交通安全教育を
継続的に実施していくほか、自転車安全利用意識向上につなげるた
め、自転車安全利用講習会を引き続き開催する。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・事故防止対策費 
（１６７百万円） 

・交通安全教育費（１２百万円） 
・安全教育費   （２百万円） 
・後付け安全運転支援装置設置費 
 補助金（９／１０） 

 （２百万円） 
・自転車乗車用ヘルメット購入費
補助金（１／２）（4 百万円） 
・交通安全学習センター費／管
理運営費 

 （２１１百万円） 
・自転車安全教育費 

 （２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
④ 犯罪抑止につながる防犯カ
メラ設置の拡大と、自主防犯活
動団体と連携した防犯パトロー
ルを維持継続する予算を確保す
ること。 

・防犯カメラについては、自治区等を対象にした防犯カメラの新設、
更新、移設に要する経費への補助制度を引き続き実施し、設置拡大
に努めていく。 
・警察活動を補完する重要な役割を担う防犯パトロールについては、
令和４年度に新規で実施した民間警備会社による日中の特殊詐欺被
害防止巡回を引き続き実施し、昼夜の巡回と合わせて展開してい
く。また、地域安全指導員（警察官ＯＢ）による青色防犯パトロー
ルを昼間に実施し、自主防犯活動団体の活動を側面から支援してい
く。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・防犯設備整備費補助金 
（４／５・１／２）（１５百万円）

・犯罪抑止活動費 
（８５百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
⑤ 複雑多様化する特殊詐欺な
どの動向を捉えた防犯対策のた
めの予算を確保すること。 

・豊田警察署及び足助警察署との良好な連絡体制を維持し、犯罪情報
の収集、市民への迅速な情報提供に努める。 
・令和４年度に新規で特殊詐欺被害防止巡回として実施した、無人の
ＡＴＭ設置施設などへの巡回を令和５年度も継続して実施する。 
・引き続き、高齢者交通安全防犯世帯訪問事業により特殊詐欺被害防
止啓発を進めていくとともに、予兆電話が確認された場合や被害が
発生した場合は、迅速に緊急メールとよた、市ホームページ、防災
行政無線、防災ラジオなどで注意喚起を行っていく。 
・特殊詐欺被害等の未然防止を図るため、特殊詐欺被害等防止機器の
購入費の一部を助成する補助制度を創設する。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 

・犯罪抑止活動費 
 （８５百万円） 

・交通安全教育費 
 （１２百万円） 

・特殊詐欺被害等防止機器購入費
補助金（１／２） 

（４百万円 新規） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民が安全で安心できるまち
づくりの推進 

【要望内容】
⑥ 愛知県に対して、浄水地
区、豊南東地区への交番新規設
置及び駐在所の存続を働き掛け
ること。 

・愛知県警察では、犯罪や交通事故などの治安情勢、人口、地理的条
件などの地域情勢を考慮して、交番等の整備を進めているため、愛
知県警察本部長あてに「警察力強化等に関する要望書」を提出し、
社会基盤整備などによる地域事情の変化が著しい地域などへの交番
設置など、警察力強化を要望していく。 

（地域振興部 交通安全防犯課） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民の生命・財産を守る消防・
救急体制の強化・充実 

【要望内容】
① 救急救命士・救急隊員の着
実な育成等と、医療機関との連
携により、救急活動能力の向上
や高度な救急救命処置が可能な
搬送体制を構築するための予算
を確保すること。 

・救急活動能力の向上や高度な救急救命処置が可能な搬送体制を目指
し、モニター画面一体型の喉頭鏡による気管挿管や薬剤投与等の資
格取得のほか、医療機関と連携したドクターカー研修及び病院実習
の受講や症例検討会への参画により救急救命士と救急隊員を育成し
ていく。 
・高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材の更新に加え、モニタ
ー画面一体型の喉頭鏡や救急資機材の在庫管理を効率的に行うシス
テムを導入していく。 
（消防本部 総務課、警防救急課、北・中・南・足助消防署管理課）

・救急高度化推進費 
（２８百万円） 

・消防活動企画運営費（うち、学
会等参加費用） （１百万円） 
・職員研修費（うち、救急隊員育
成費用）    （１百万円） 
・消防車両整備費（うち、高規格
救急自動車及び高度救命用資機
材）     （８１百万円） 
・消防機械整備費（うち、救命処
置訓練人形）  （３百万円） 
・救急活動費（うち、ＡＥＤ等更
新費用）    （２百万円） 
・管理運営費（うち、在庫管理シ
ステム費用）  （１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 
主な計画事業(令和５年度当初予

算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民の生命・財産を守る消防・
救急体制の強化・充実 

【要望内容】
② 消防施設・資機材・消防車
両の整備充実に加え、先進技術
の活用など消防対応力の充実強
化を図るための予算を確保する
こと。 

・消防対応力の充実強化を図るため、消防施設については女性職員の
就業環境の整備として藤岡小原分署の設計委託と末野原分署の改修
工事を行っていく。また、耐震性貯水槽及び消火栓の整備のほか、
消防救急デジタル無線や高機能消防指令システム等の維持、管理を
行っていく。 
・資機材については、登山による遭難者などの捜索時間の短縮を図る
ため、ルート確認や位置情報を把握できる登山用ＧＰＳアプリを利
用する救助隊にスマートフォンを配備するほか、山岳救助用の資機
材を充実させていく。 
・消防車両については、小型化により小回りが利き、屈折・伸縮する
はしごにより隊員の災害現場への安全な進入や広い範囲での活動が
可能となるはしご自動車への更新などを行っていく。 

（消防本部 総務課、警防救急課、指令課、
北・中・南・足助消防署管理課）

・消防庁舎営繕費（１７百万円） 
・耐震性貯水槽整備費 

（７２百万円） 
・消火栓整備費 （３２百万円） 
・通信機器管理費 

（５８１百万円） 
・消防機械整備費 （１百万円） 
・救助・警防活動費 

（３４百万円） 
・震災対策消防設備整備費 

（３百万円） 
・消防車両整備費（うち、高規格
救急自動車及び高度救命用資機
材を除く消防車両） 

（１５４百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民の生命・財産を守る消防・
救急体制の強化・充実 

【要望内容】
③ ＡＥＤ等を活用し、自ら応
急手当のできる市民の増加を推
進し、救命率の向上を図るため
の予算を確保すること。 

・応急手当ができる市民を増やすため、「あいち電子申請・届出シス
テム」を活用した受講申請とＷＥＢでの応急手当講習を推進し、ホ
ームページなどで周知していくとともに、音声メッセージだけでな
く画像表示により行動をガイドするトレーニング用ＡＥＤのほか、
講習用の資器材を充実させていく。 
・救命率の向上を目指し、こども園等に対して「まちかど救急ステー
ション」の登録を促進し市民等によるＡＥＤを活用した応急手当が
できる環境を整えていくとともに、小中学生等への応急手当講習を
引き続き実施し救命の連鎖の担い手を育成していく。 

（消防本部 警防救急課、北・中・南・足助消防署管理課）

・救急高度化推進費（うち、警防
救急課分を除く）（６百万円） 

・消防活動企画運営費（うち、ま
ちかど救急ステーション消耗品
等）      （１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民の生命・財産を守る消防・
救急体制の強化・充実 

【要望内容】
④ 地域防災力の向上のため、
消防団員確保に向けた取組と消
防団施設・装備等の充実を図る
ための予算を確保すること。 

・消防団員確保に向けた取組については、機能別団員の充実のため、
新たな地域での発足を継続して支援していく。また、インスタグラ
ム利用者に消防団のイベント告知広告などを配信することで消防団
活動を見える化し、若い世代の加入促進につなげていく。 
・団員がやりがいを実感できるよう、実災害を想定した警防技術大会
や、団員の家族に感謝を伝え市民へ消防団の理解を深めてもらう消
防団ファミリー・フェスタを開催する。また、団員が小中学校に出
向き放水体験等を指導することで、消防団への親しみと理解を深め
ていく。 
・消防団施設については、老朽化した藤岡飯野詰所格納庫の建替えに
あわせ、女性用施設の整備を図る。消防団装備等については、新た
に救助用油圧ジャッキを配備するほか、作業服の仕様変更、小型動
力ポンプ付き積載車、防寒服及び消防用ホースを更新し活動の充実
や安全性の向上を図る。 

（消防本部 総務課） 

・消防団運営費（うち、広告委託
等）      （２百万円） 

・警防技術大会開催費 
（１百万円） 

・消防団充実強化推進費 
（４８百万円） 

・詰所格納庫費／整備費 
（８５百万円） 

・消防団消防機械整備費 
（５８百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民生活を支える上下水道施
設の基盤強化 

【要望内容】
① 上下水道施設の耐震化、ス
トックマネジメント計画に基づ
く更新事業を確実に進めるため
の予算を確保すること。 

（水道事業） 
・「水道ストックマネジメント計画」に基づく経年管の整備は、ＡＩ
劣化予測診断結果を踏まえ、優先順位の精度向上を図り、効率的か
つ確実に実施していく。 
・漏水多発地区・路線については、優先的に布設替えをしていく。 
・昨今の社会情勢の急激な変化に対し、着実な老朽化対策を推進する
ため、「水道ストックマネジメント計画」の検証を行い、課題の整
理を行う。 
・「新水道耐震化プラン」に基づき、主要な配水場などの水道施設を
結ぶ基幹管路を強化するとともに、引き続き医療機関等の重要給水
施設への管路を優先的に耐震管へ布設替えしていく。 
・主要水道施設の耐震診断を実施するとともに、耐震性を有していな
い施設においては、耐震補強や更新を実施していく。 
・大規模な断水が発生した場合に、市民へ飲料水を速やかに提供する
ため、既存の災害拠点給水施設の改修を行うとともに、計画に基づ
き飲料用循環式耐震性貯水槽を設置していく。 

（上下水道局 企画課、水道整備課、水道維持課、 
上水運用センター） 

（次ページへ続く） 

・水道ストックマネジメント関
連事業費（管路） 

（１，３１１百万円） 
・水道ストックマネジメント関
連事業費（施設） 

（１，６６５百万円） 

・管路耐震化事業費 
（４３５百万円） 

・施設耐震化事業費 
（３５８百万円） 

・災害拠点給水施設改修費 
（４０百万円） 

・飲料用循環式耐震性貯水槽設
置費     （３２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

（下水道事業） 
・公共下水道雨水管路の耐震化は、「豊田市下水道総合地震対策計
画」に基づき、国の浸水対策下水道事業の補助金を活用し着実に実
施していく。 
・下水道管路施設等の老朽化対策については、「豊田市下水道ストッ
クマネジメント計画」に基づき、国の防災・安全交付金制度を活用
し計画的な点検、調査、改築等を適切かつ効率的に実施していく。

（上下水道局 下水道建設課、下水道施設課） 

・雨水幹線耐震補強費 
（５０１百万円） 

・雨水管路更新費（７１百万円）
・下水道管路施設包括維持管理
費     （２５５百万円） 

・下水道施設更新費 
（１９百万円） 

・下水道施設健全度調査費 
（８百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民生活を支える上下水道施
設の基盤強化 

【要望内容】
② 安全安心な水道水を安定供
給する施設体制並びに施設維持
管理をする人材育成とスキル向
上を図るため予算を確保するこ
と。 

（水道事業） 
・水質検査の実施体制や技術的能力の適格性を示す水道水質検査優良
試験所規範（水道ＧＬＰ）の認定を継続し、水質検査スキルの維持
向上を図るとともに、水質検査機器の計画的な更新を実施してい
く。 
・施設維持管理をする職員の人材育成とスキル向上を図るために、業
務に必要な資格の取得や外部研修への積極的な参加を進めていく。 

（上下水道局 上水運用センター） 

・水道検査機器購入費 
（４６百万円） 

・資格取得、外部研修費 
（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民生活を支える上下水道施
設の基盤強化 

【要望内容】
③ 未普及解消アクションプラ
ンに基づき合併処理浄化槽の普
及促進を図る予算を確保するこ
と。 

（下水道事業） 
・下水道計画区域以外での汚水処理の未普及解消に向けては、単独処
理浄化槽や汲取りトイレから合併処理浄化槽への転換促進が必要と
なる。引き続き国庫補助金を活用しつつ、必要な予算を確保してい
く。 
・水道水源における水質を保全するために、水源地域（取水口上流地
域）での合併処理浄化槽への転換に対し、水道水源保全基金を活用
した上乗せ補助を引き続き実施していく。 

（上下水道局 下水道施設課、総務課） 

・合併処理浄化槽設置費補助金 
（一般会計 １２７百万円） 

・水質保全対策事業補助金 
（特別会計 ４百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【地域生活部会】 

【要望事項】
市民生活を支える上下水道施
設の基盤強化 

【要望内容】
④ 河川氾濫等が発生しても上
下水道施設の機能維持を図るた
め、耐水化計画に基づく事業を
確実に進める予算を確保するこ
と。 

（下水道事業） 
・浸水被害後においても一定の上下水道機能の確保を目指した「豊田
市上下水道施設耐水化計画」に基づき、雨水ポンプ３施設及び汚水
ポンプ２施設において、耐水化事業に着手していく。 

（上下水道局 企画課、下水道施設課） 

・耐水化事業費（４６百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
博物館整備に向けた取組の推
進 

【要望内容】
① 博物館整備を着実に進める
ため、本体工事、収蔵環境整
備、博物館資料の収集及び管
理・運営組織体制を強化する予
算を確保すること。 

・博物館に関わる工事及び展示製作等の整備費については、国庫補助
金等も活用しながら財源確保に努めていく。 
・資料収集や管理、施設運営に関わる事業費については、事業効果や
効率に十分配慮しながら、予算確保に努めていく。 
・令和６年度予定の開館に向け、持続的な事業運営が可能となる体制
や入場料・使用料の仕組みについて検討していく。 

（生涯活躍部 文化財課） 

・博物館事務費  （３百万円） 
・博物館管理運営費 

（９７百万円） 
・博物館建設費（単年度） 
       （１８１百万円） 
・博物館建設費（継続費） 
     （２，６９０百万円） 
・資料購入費   （５百万円）
・資料調査研究費 

（１１百万円） 
・資料管理費   （９百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
博物館整備に向けた取組の推
進 

【要望内容】
② 博物館周辺及び美術館との
一体的な文化ゾーンとしてのま
ちづくりを推進する予算を確保
すること。 

・車両進入路やサイン設置等、多くの来場者を迎え入れる環境整備を
着実に実施するとともに、文化ゾーン全体の魅力を高めるため、枝
下用水耐震対策工事の着手とあわせ、施設間をつなぐ動線の強化や
景観、安全性を考慮した構造物の整備等を計画的に進めていく。 
・また、民間事業者等のノウハウを生かしながら、枝下用水沿い市有
地の活用検討に着手していく。 

（生涯活躍部 文化振興課） 

・文化ゾーン施設整備費 
（１５０百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
文化芸術への関心を深める取
組の推進 

【要望内容】
① 魅力的な企画展や文化芸術
を理解する講座の開催等、子ど
もから大人まで関心を持っても
らうための予算を確保するこ
と。 

・幅広い世代の市民が文化芸術に親しむことができる企画展や体験機
会を継続して提供するとともに、注目度の高いイベントなどを開催
し、関心層の拡大を図る。 
・特に子どもの活躍機会を拡充し、様々な選択肢の中で、子どもが主
体的に活動できる事業展開を進めていく。 

（生涯活躍部 美術館、文化振興課） 

・展覧会開催費／(仮)吹けば風 
（２７百万円） 

・展覧会開催費／(仮)フランク・
ロイド・ライト展（４５百万
円） 
・展覧会開催費／(仮)未来の驚異
の部屋展（３６百万円） 
・展覧会開催費／(仮)アナーキズ
ムと美術展（３百万円） 
・教育普及活動費／教育普及活動
事務費（3百万円） 
・教育普及活動費／理解活動費 

（７百万円） 
・文化事業開催費（２７百万円） 
・青少年音楽活動費 

（５３百万円） 
・コンサートホール・能楽堂運営
費（９６百万円） 
・文化芸術人材育成活用推進費 

（９百万円） 
・文化ツーリズム推進費 
（２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
文化芸術への関心を深める取
組の推進 

【要望内容】
② 棒の手会館の改修及び展示
室内リニューアルのための予算
を確保すること。 

・棒の手会館の改修については、これまでに延命化による屋根塗装の
更新や展示室内の映像更新を行ってきた。今後も、公共建築物個別
施設計画に沿って実施していく。 
・また、展示室内リニューアルについては、猿投地区の歴史を踏まえ
て検討していく。 

（生涯活躍部 文化財課） 

・猿投棒の手ふれあい広場費 
（４百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
生涯スポーツのまちづくりの
推進 

【要望内容】
① 生涯スポーツ社会を実現す
るための地域施設（小中学校の
体育館・グラウンド等学校開放
施設）の維持管理及び整備改修
のための予算を確保すること。 

・生涯スポーツの拠点となる地域施設については、市営の体育館や運
動広場をニーズに合わせて地域にバランスよく配置しているほか、
民間スポーツ施設や学校施設、他の公共施設などとも連携し、地域
スポーツの推進を図っている。 
・とりわけ、小中学校の体育館については、各地域に配置され、地域
スポーツの推進に有効であることから、体育館の老朽化対策に合わ
せて必要な整備改修を実施している。 
・今後も、地域住民が安全で気軽にスポーツをするため、体育館等の
維持管理等を引き続き実施していく。 

（生涯活躍部 スポーツ振興課、教育部 学校づくり推進課） 

・学校開放費  （４６百万円） 
・諸営繕工事（うち、体育館・グ
ランド修繕料） （８２百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
生涯スポーツのまちづくりの
推進 

【要望内容】
② 子どもの体力低下を防ぐた
め、スポーツする機会を創出す
るとともに、地域指導者の確
保・育成を図る予算を確保する
こと。 

・地域スポーツクラブが実施する子ども向けの教室の支援を始めとし
て、スポーツ関係団体間で連携・協力できる仕組みを構築すること
で、子どもたちが楽しくスポーツに取り組める機会の充実や次世代
の指導者の育成につなげていく。 
・また、部活動の地域移行に伴い、令和４年度に設置する協議会にお
いて地域指導者の確保などの諸課題を検討するとともに、必要な予
算の確保に努めていく。 

（生涯活躍部 スポーツ振興課、教育部 学校教育課） 

・地域スポーツクラブ育成支援費 
（５百万円） 

・共働の学校づくり推進費 
（１３１百万円） 

・こどもの文化・スポーツ地域活
動推進費 

（３百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
大規模スポーツイベントを生
かしたまちづくりの推進 

【要望内容】
① 豊田市の魅力発信と経済活
性化のため、世界ラリー選手権
等を生かしたまちづくりの取組
を進める予算を確保すること。 

・令和５年１１月に本市が運営主体となって世界ラリー選手権を開催
するとともに、令和６年の世界ラリー選手権開催に向けた準備を行
う。 
・令和４年に実施した山村地域での宿泊を伴ったツアーや小中学校で
のラリー教室の開催など、世界ラリー選手権の開催を通じて、山村
地域の振興、交通安全推進、産業振興に資する取組を引き続き行
う。 

（生涯活躍部 ラリーまちづくり推進課） 

・世界ラリー選手権開催推進費 
（６７０百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
大規模スポーツイベントを生
かしたまちづくりの推進 

【要望内容】
② 地域の活性化につなげるた
め、大規模スポーツイベントを
誘致するなどスポーツツーリズ
ムを活用したスポーツを楽しむ
機会を創出する予算を確保する
こと。 

・サッカーやラグビーの国際試合など、集客力の高いスポーツイベン
トを誘致するとともに、関係団体と連携した更なる集客力を高める
コンテンツや宿泊付き観戦プランなどの仕掛けを加えることで、
「滞在時間の延長」、「宿泊」、「飲食」、「消費」、「観光」、「土産」等
の地域経済の活性化につなげていく。 
・また、誘致・開催に合わせ、関連イベントの開催などによる延泊を
促す取組や、トップアスリートと市民との交流事業等を通じて、市
民のスポーツを「する」「楽しむ」機会を確保していく。 

（生涯活躍部 スポーツ振興課、産業部 商業観光課） 

・スポーツツーリズム推進費 
（１６百万円） 

・ツーリズムとよた補助金   
  （１１０百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
保育士が働きやすい環境の整
備 

【要望内容】
① 保育業務支援システムの活
用、キャッシュレスなど、ＩＣ
Ｔを活用した保育士の業務効率
化を図るための予算を確保する
こと。 

・保育業務支援システムの活用については、登降園管理機能や給食費
等のキャッシュレス決済を導入し、保育士の業務効率化と保護者の
負担軽減を図ってきた。 
・令和５年度から、子どもの活動を写真と文字で記録する「保育ドキ
ュメンテーション」を導入するにあたり、保護者への配信等を一体
的に行う機能を活用することで、更なる事務の効率化に加え、保育
の質の向上を進めていく。 

（子ども部 保育課） 

・ＩＣＴ推進費（５３百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
保育士が働きやすい環境の整
備 

【要望内容】
② 手洗い設備の温水化やトイ
レ洋式化のほか、老朽化した設
備等の保全改修など施設を充実
させるための予算を確保するこ
と。 

・こども園のトイレ再整備については、幼児用便器の洋式化率の向上
とトイレ環境の改善を目指し、洋式化率８０％未満の２２園を対象
にトイレの再整備を継続していく。 
・手洗い設備の温水化については、令和４年度までに対応が必要なこ
ども園３７園について改修を完了した。 

（子ども部 保育課） 

・トイレ改修費（１１２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
学校教育環境の整備 

【要望内容】
① 学校の洋式トイレ再整備や
学校施設の保全改修・修繕など
の予算を確保すること。 

・学校のトイレ再整備については、保全改修で行うトイレ整備に加
え、単独のトイレ整備を実施することで、より事業を加速化させて
おり、令和４年度末で整備率は７７．５％となる予定である。 
・トイレ再整備は、学校からのニーズが非常に高いことから、他の事
業との優先順位付けを的確に図りながら、早期完了を目指して進め
ていく。 
・保全改修については、令和４年度にすべて完了する予定である。今
後は保全改修で進めてきた老朽化対策だけでなく、ＩＣＴへの対応
や多様化する学びのスタイルに応じた学習空間、地域に開かれたコ
ミュニティ空間の創出など、新しい時代に合った学校施設整備に向
けて、改修内容及び実施手法の検討などに取り組む。 
・学校施設の改修や修繕などについては、児童生徒の安全・安心で快
適な教育環境に直結することから、最優先での予算確保を目指して
いく。 

（教育部 学校づくり推進課） 

・小・中学校保全改修費 
トイレ再整備事業 

（３５百万円） 
設計 小学校５校、中学校４校 

【参考事項】 
令和４年度３月補正予算 
・小・中学校保全改修費 
トイレ再整備事業 

（１，１０４百万円） 
工事 小学校１１校、中学校３校 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
学校教育環境の整備 

【要望内容】
② 通学路等の危険個所を適宜
点検し、安全な環境整備の予算
を確保すること。 

・通学路の安全を継続的に確保するため、学校では、年１回４月を中
心に登下校の時間帯に通学路を実際に通行し、道路事情や交通量、
歩道、信号機、安全のみどり線や交通安全施設の整備状況等を、児
童生徒の目線から総合的に点検を行っている。 
・通学路整備については、学校からの通学路整備要望を基に、豊田市
通学路整備推進会議及び担当者会議において、国・県・市・警察等
の関係機関が連携を図り、緊急性や必要性、交通状況等を考慮して
進めている。 
・特に、通学路緊急点検及び通学路交通安全プログラムに基づく通学
路整備については各道路管理者及び豊田、足助警察署と連携し、早
期整備完了に向けた迅速な対応に努めていく。 

（教育部 学校教育課、建設部 土木課、 
地域振興部 交通安全防犯課） 

・通学路整備費 （４２百万円）
・歩道設置費 （３２５百万円） 
・市道改良費１（５８２百万円）
・市道改良費２（６５６百万円）
・事故防止対策費 

（１６７百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
学校教育環境の整備 

【要望内容】
③ 地域との連携により、部活
動対応や地域コーディネーター
の担い手確保など、教職員の多
忙化解消及び地域ぐるみの教育
を共働で推進するための予算を
確保すること。 

・教職員の多忙化解消については、令和３年３月に策定した、時間外
在校等時間の削減目標を定めた「（改訂）豊田市教職員多忙化解消
プラン（令和３年度 令和５年度）」に沿って、取組を促進してい
く。 
・教職員の多忙化の要因の一つとして「部活動」が課題となってお
り、多忙化解消プランの柱の１つに位置付けている。段階的な地域
移行を進めていく中で、部活動指導に関わる負担の軽減を図ってい
く。 
・併せて、部活動指導員の配置が教職員の負担軽減に効果があること
から、部活動指導員についても募集方法を工夫するなどして増員を
目指していく。 

（教育部 学校教育課） 

・共働の学校づくり推進費 
（１３１百万円） 

・人件費（うち、部活動指導員） 
 （１８百万円） 
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№51 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
学校教育環境の整備 

【要望内容】
④ 子どもの読書活動を進める
ための予算を確保すること。 

・市内全校に配置している学校図書館司書が、児童生徒の興味関心に
応じて図書の推薦や、学校図書館の環境を整備することで、読書活
動の推進に努めている。 
・学校図書館担当教員や学校図書館司書対象の研修を実施し、子ども
の読書活動の推進について学ぶ機会を増やすことで、学校図書館の
利用促進を図っている。 
・市教委と中央図書館共催「学校や地域の図書館を使った 調べる・
伝える学習コンクール」や市教育研究会図書館部会と連携して実施
している「読書感想画コンクール」を読書推進の啓発の機会として
いる。 

（教育部 学校教育課、図書館管理課）

・学校図書館司書配置費 
（１百万円） 

・人件費（うち、学校図書館司書） 
（４５百万円） 

・教職員研修費 
（１９百万円） 

・児童生徒対象行事費 
（２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【教育社会部会】 

【要望事項】
学校教育環境の整備 

【要望内容】
⑤ デジタルドリル教材を生か
すなど、ＩＣＴが活用できる教
職員への研修に係る予算を確保
すること。 

・教職員のＩＣＴ活用指導力を高めるため、経験年数や職務に応じた
集合研修を始め、全教職員を対象としたｅラーニング、ＩＣＴ支援
員による校内研修、各校の代表教職員によるＯＪＴなどを実施して
いる。 
・また、学習支援ソフトやデジタルドリル教材については、ライセン
ス契約に教職員研修等の講師派遣を含めることで、企業と連携して
研修を進めている。 

（教育部 学校教育課） 

・学校情報化推進費（うちデジタ
ルドリル教材） 

（１１０百万円） 

・教育問題研究費（うち教育推進
委託料） 

（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
アフターコロナを見据えた心
とからだの健康づくりの充実 

【要望内容】
① 市民が支え合いながら、豊
かな生活できる社会を目指すた
めに、「次期健康づくり豊田２
１」策定に向けた作業を進めて
行く予算を確保すること。 

・「（仮）豊田市健康づくり運動プラン（第四次）については、令和４
年度から策定作業を進めており、これまでに計画策定委員会の設
置、地域保健審議会への諮問、市民アンケート、関係団体等へのヒ
アリング等を実施した。 
・令和５年度は、計画の素案作成、パブリックコメントの実施、地域
保健審議会からの答申等を予定しており、令和６年度からの計画開
始に向けて、策定作業を進めていく。 
                   （保健部 （保）総務課） 

・健康づくり豊田２１計画策定費 
（４百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
アフターコロナを見据えた心
とからだの健康づくりの充実 

【要望内容】
② 市民の健康づくりを推進す
る予算を確保すること。 

・コミュニティ会議や自治区、交流館等で開催される健康づくり事業
に対して、地区担当保健師とヘルスサポートリーダーの連携を図り
ながら、新しい生活様式を取り入れた地域の健康づくり活動を支援
していく。 

（保健部 地域保健課） 

・きらきらウエルネス推進費 
（３百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
アフターコロナを見据えた心
とからだの健康づくりの充実 

【要望内容】
③ 自主グループやヘルスサポ
ートリーダーを支援する予算を
確保すること。 

・元気アップ教室終了後の自主活動グループへは、令和４年度までに
全てのグループに対して保健師等の専門職を派遣し、感染予防の指
導を行い活動の継続を支援してきた。令和５年度においても必要に
応じて専門職を派遣するなどの支援を実施する。 
・地区担当保健師とヘルスサポートリーダーの連携を図り活動を支援
するとともに、養成講座を少人数で複数回に分けて実施するなど、
受講しやすくすることで新規会員の増加を図る。 

（保健部 地域保健課） 

・地域介護予防活動支援事業費 
（６百万円） 

・元気アップ事業費 
（４百万円） 

・ヘルスサポートリーダー費 
（２百万円） 

・きらきらウエルネス推進費 
（３百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
新たな感染症等に備える体制
の構築 

【要望内容】
① 新たな感染症等に備えた資
機材等を整備する予算を確保す
ること。 

・新たな感染症の発生に備え、豊田市新型インフルエンザ等対策行動
計画等に基づき、業務継続計画を含む対策部対応マニュアルを整備
しており、これに基づき実施している。 
・患者搬送用資器材や防護具などを計画的に備蓄しており、新型コロ
ナウイルス感染症への対応を踏まえ、引き続き適切に確保してい
く。 

（保健部 感染症予防課） 

・新興再興感染症対策費 
（６百万円） 

・新型コロナウイルス感染症対策
費 

（１９３百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
食の安全・安心を確保する取組 

【要望内容】
① 食品事業者等がHACCP を
円滑に実施できるように支援す
る予算を確保すること。 

・営業許可受付時や食品衛生監視指導計画に基づく監視指導時にＨＡ
ＣＣＰの取組への助言指導を実施していく。 
・食品衛生講習会等においてＨＡＣＣＰの普及啓発を行い、推進を図
る。 

 （保健部 保健衛生課） 

・食品衛生監視指導費 
（１２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
食の安全・安心を確保する取組 

【要望内容】
② 試験検査が適切に実施でき
る体制の予算を確保すること。 

・ＯＪＴ及び外部研修への派遣等による検査担当職員の育成、検査機
器の計画的な更新等により検査体制を確保する。 

（保健部 保健衛生課） 

・試験検査費  （３５百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
① 障がい者・高齢者の相互理
解と意思疎通の推進に関する予
算を確保すること。 

・障がいに関する理解の促進に向け、心のバリアフリー推進講座に加
え、図書館など公共施設でのポスター展示、イベント等における手
話体験やカラーユニバーサルデザインなどの啓発を広く推進してい
く。 
・意思疎通の推進を図るため、学校との連携による相互理解と意思疎
通に関する授業、手話や点字の体験会、意思疎通支援者養成講座な
ど、意思疎通手段について学ぶ機会や支援者の確保に向けた取組を
進めていく。 
・また、引き続き、聴覚障がい者等の日常生活や社会生活における意
思疎通の円滑化を図るため、障がい者の希望に応じて、手話通訳者
など意思疎通支援者を派遣していく。 

（福祉部 障がい福祉課） 

・認知症サポーター養成講座を行うとともに、若年層への高齢者理解
を促進するために、学校や介護サービス事業所等と連携して授業を
実施するなど、意思疎通支援等の各種事業に取り組んでいく。 

（福祉部 高齢福祉課） 

・障がい理解・啓発促進事業費 
（１百万円） 

・意思疎通支援費（１１百万円） 

・認知症地域支援推進費 
(2 百万円) 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
② 在宅療養を支える人材の確
保と育成環境の整備に係る予算
を確保すること。 

・豊田市・藤田医科大学連携地域医療学寄附講座や在宅相談ステーシ
ョンの取組等により在宅医の確保・育成を行う。 
・ロボットを活用した地域リハビリテーション医学の展開に関する寄
附講座により、地域リハビリを推進する専門医の確保・育成を行
う。 
・「豊田訪問看護師育成センター」で、新卒・新任訪問看護師の確
保・育成のほか、現任訪問看護師のスキルアップを図る。 
・「豊田総合療法士育成センター」で、地域リハビリを推進する療法
士のスキルアップ・育成を行う。 
・多職種連携を目的とした相互理解を深める研修等により、在宅療養
に携わる専門職全般のスキルアップを図る。 

（福祉部 地域包括ケア企画課） 

・豊田地域医療センター運営費
負担金   （３２０百万円）

・在宅医療・介護連携推進事業費
（１９百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
③ 安心して、地域で住み続け
られる、在宅医療・福祉サービ
スを提供できる体制を整備する
予算を確保すること。 

・安心して、地域で住み続けられる地域包括ケアシステムの深化・推
進に向け、「豊田市在宅医療・福祉連携推進計画」に基づき、在宅
医療・福祉の基盤強化、連携強化に向け各種事業を実施していく。
・豊田地域医療センターコミュニティプラザ（旧西棟）の１階に設置
した「地域リハイノベーションセンター」を拠点として、ロボット
など先進技術を活用した地域リハビリテーションの展開を推進して
いく。 
・豊田みよしケアネットを活用して、在宅療養に携わる専門職間で情
報共有を図り、効率的・効果的な在宅療養サービスを提供する。 
・豊田加茂医師会と連携した、在宅医療機器の共同利用やかかりつけ
医バックアップ体制の構築により、２４時間３６５日安定したサー
ビス提供を目指す。 
・わたしのノート（スタート編）を活用した意思決定支援の取組を推
進し、患者本人が望む療養生活の選択・実現ができる環境や幸福寿
命の延伸を目指す。 

（福祉部 地域包括ケア企画課） 

（次ページへ続く） 

・豊田地域医療センター運営費
負担金   （３２０百万円）

・在宅医療・介護連携推進費 
 （３百万円） 

・在宅医療・介護連携推進事業費
（１９百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・就職相談会を実施し就職につなげるほか、介護サービス事業所の現
場のリーダー層に対する組織風土向上のための研修の実施により、
介護人材の新規雇用と定着を図る。 
・現任介護職員研修の開催等により、介護職員としての基礎的な知識
や技術のスキルアップを図る。 
・介護サービス事業所における資格取得のための研修受講費を補助す
ることで人材の定着につなげ、サービスの質の向上を図る。 
・特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホームの整備を進める
とともに看護小規模多機能型居宅介護事業所などの地域で住み続け
るための事業者の新規参入に対し支援を行う。 

（福祉部 介護保険課） 

・高齢者の総合相談窓口として中学校区ごとに「地域包括支援センタ
ー」を２８か所設置しており、一人暮らし高齢者や認知症高齢者の
増加に対応するため、その機能強化を図っていく。 

（福祉部 高齢福祉課） 

・強度行動障がい支援者養成研修（法定研修）や事業所等への訪問型
全体研修及び個別ケース支援等を実施することで、専門的な知識や
ノウハウを備えた人材を育成し、事業所等における強度行動障がい
者の受入体制の充実を図っていく。 
・また、豊田市福祉事業団において、市内事業所に向けた重度障がい
への支援に関する研修を実施し、人材育成を図っていく。 
・障がい者の相談窓口として「障がい者相談支援事業所」を１０か所
設置しており、障がい者が日常生活や社会生活を営むことができる
ように様々な相談に応じていく。 

（福祉部 障がい福祉課）

・介護人材確保事業費 
（１１百万円） 

・介護保険関係研修受講料補助
金       （３百万円）

・特別養護老人ホーム等費 
（１，４３７百万円） 

・地域包括支援センター運営費 
（９５３百万円） 

・障がい福祉事業従事者育成確保
費       （１百万円） 

・相談支援費 （１０６百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
④ 認知症高齢者の急増及び若
年性認知症への対応を充実する
予算を確保すること。 

・認知症の相談・支援については、身近な窓口である地域包括支援セ
ンターに「認知症地域支援推進員」を配置しており、引き続き、関
係機関と連携した相談支援を行っていく。 
・急増する認知症への対応として、認知症に対する理解促進と早期発
見・早期対応が重要であることから、早期発見のチェックリストを
含む認知症啓発用リーフレット「これってもの忘れ」と発症後のケ
ア等についてまとめた冊子である「とよた認知症あんしんガイド
（認知症ケアパス）」の改訂を行い、活用を促進していく。 
・若年性認知症については、令和３年度から若年性認知症社会参加支
援モデル事業を愛知県から受託し、令和５年度はその最終年となる
ため、引き続き、若年性認知症本人・家族会の開催を行うほか、若
年性認知症等の人の社会参加を促進するための体制整備を図る。 

（福祉部 高齢福祉課） 

・地域包括支援センター運営費 
（９５３百万円） 

・認知症地域支援推進費 
（２百万円） 

・認知症地域共生推進費 
（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
⑤ 重度障がい者支援の充実に
係る予算を確保すること。 

・強度行動障がい支援者養成研修（法定研修）や事業所等への訪問型
全体研修及び個別ケース支援等を実施することで、専門的な知識や
ノウハウを備えた人材を育成し、事業所等における強度行動障がい
者の受入体制の充実を図っていく。 
・重症心身障がい児・者の短期入所に係る報酬単価やグループホーム
運営費への補助を行い、事業所の受入体制を確保していく。 
・医療型短期入所やレスパイト事業の実施に必要な経費を補助し、重
症心身障がい者等の家族介護者の在宅介護における負担軽減を図っ
ていく。 
・また、豊田市福祉事業団において、強度行動障がいや重症心身障が
い者の日中活動場所を確保するための通所施設を運営するほか、市
内事業所に向けた重度障がいへの支援に関する研修を実施し、人材
育成を図っていく。 

（福祉部 障がい福祉課） 

・障がい福祉事業従事者育成確保
費       （１百万円） 

・短期入所利用支援事業費補助金
（１百万円） 

・グループホーム受入促進事業費
補助金    （１２百万円）

・家族介護者負担軽減事業費補助 
 金      （１４百万円）

・重症心身障がい者等支援費 
 移動支援費   （１百万円） 

・福祉事業団運営費補助金 
（１，３３６百万円のうち一

部） 
・第二ひまわり費（管理運営費）

（３６百万円） 
・重症心身障がい者通所施設費 
（暖）（管理運営費） 

（２９百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
⑥ 再犯防止対策を進めるため
の予算を確保すること。 

・「豊田市再犯防止推進計画」に基づき、執行猶予や起訴猶予、刑務
所からの出所などにより社会復帰するタイミングで、必要な福祉的
支援につなげることができるよう、刑事司法関係機関と連携を密に
し、支援していく。 
・刑事司法関係機関と福祉や住居分野の関係機関がお互いの役割など
を理解し、顔の見える関係づくりを進めるための合同研修会を実施
していく。 
・協力雇用主など民間協力者の困りごとについて、法的なサポートが
必要な場合は、市の無料法律相談などの窓口や弁護士会の専門家に
つなぐことに加え、法律の専門家による研修会を開催するなど支援
していく。 

（福祉部 地域包括ケア企画課） 

・再犯防止推進計画推進費 
（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
世代や分野を超えた地域共生
社会の推進 

【要望内容】
⑦ 行政・関係団体・市民の参
加により、意識の改革が期待で
きる地域共生社会推進全国サミ
ットの開催に向けた予算を確保
すること。 

・市から実行委員会へ負担金を支出し、令和 5年１０月に本市で地
域共生社会推進全国サミットを開催する。 
・地域共生社会推進全国サミットにおいて、全ての人が健康でいきい
きと安心して住み慣れた地域でその人らしく生活できるような「地
域共生社会の実現」に向けた取組を発表する。 
・講演、報告会、分科会の実施により、参加者の意識啓発・資質の向
上を図る。加えて、サミット開催後、大会記録集を作成し、参加者
等に配布することで先進事例等の普及・拡大を図る。 

（福祉部 福祉総合相談課） 

・地域共生社会推進全国サミット
開催推進費  （２７百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
脱炭素化の実現と資源循環の
促進 

【要望内容】
① 脱炭素社会の実現に向け、
市民・事業者の行動支援と公共
施設の脱炭素化に向けた予算を
確保すること。 

・暮らしの脱炭素化に向けて、新築住宅はＺＥＨへの補助制度を継続
し、既存住宅はスマートハウス化を目指して、太陽光発電システ
ム、蓄電池及びＨＥＭＳの３機器の一体的導入や蓄電池の単体、高
効率給湯器のエネファームに対し、引き続き補助制度を継続する。
・環境性能に優れた次世代自動車の普及拡大に向け、外部給電機能付
きのプラグインハイブリッド車、電気自動車及び燃料電池車（ＦＣ
Ｖ）の車両購入費補助や充電設備の導入補助を継続する。 
・公共施設の脱炭素化については、照明のＬＥＤ化を進めていくとと
もに、設置可能な施設に対する太陽光発電設備導入に向けた具体的
な事業計画を取りまとめていく。 
・エネルギー地産地消の仕組みづくりに向け、「豊田市つながる社会
実証推進協議会」等のプラットフォームを活用し、産官学の連携に
より実証実験を実施すると共に、国の補助制度等の活用も視野に、
協議会会員との連携を図りながら、ゼロカーボンシティの実現に向
けた取組を推進する。 

（次ページへ続く） 

・家庭用燃料電池設置費補助金 
 （６百万円） 

・次世代自動車普及促進費補助
金      （９６百万円）

・事業者向次世代自動車普及促
進費補助金  （１２百万円）

・家庭用蓄電池設置費補助金 
 （３６百万円） 

・次世代自動車普及促進費 
        （1 百万円） 
・スマートハウス普及促進費 
        （1 百万円） 
・スマートハウス化設備設置費 
等補助金   （４３百万円）
・次世代エネルギーシステム推
進費     （２３百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・ゼロカーボンシティの実現には、産業部門の脱炭素化を引き続き促
進する必要があるため、製造業の中小企業のＣＯ２排出量の削減に
向け、相談窓口による普及啓発・理解促進に加え、企業訪問、コン
サルティング支援の取組拡充や、省エネ生産設備の導入支援の新設
など、創エネ・省エネに資する設備導入等の支援を強化していく。

（環境部 環境政策課、企画政策部 未来都市推進課、 
産業部 産業労働課、次世代産業課、商業観光課） 

・カーボンニュートラル取組拡大
支援費     （９百万円）
・カーボンニュートラル創エネ促
進補助金  （５００百万円）
・カーボンニュートラル省エネ生
産設備導入促進補助金 

（５００百万円） 
・企業立地奨励補助金 

（９３７百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
脱炭素化の実現と資源循環の
促進 

【要望内容】
② 循環型社会の形成に向けた
資源の活用と資源・ごみリサイ
クルに向けた予算を確保するこ
と。 

・循環型社会の形成に向け、ペットボトルの水平リサイクルの拡大や
ワンウェイプラスチックの削減推進に向けたリメイク傘袋の普及拡
大の取組を推進するとともに、家庭から出る生ごみを堆肥化する資
源循環の取組を進める。 
・資源のリサイクルを推進するため、「資源・ごみ分別アプリ」等を
活用し分別意識の向上を図るとともに、リサイクルステーションや
集団回収による資源回収を実施し、再資源化を促進する。 

（環境部 循環型社会推進課） 

・エコライフ活動推進費 
（３百万円） 

・ごみ減量啓発費 （５百万円）
・分別収集啓発費 （７百万円） 
・ごみ減量共働推進費 

（７百万円） 
・生ごみ処理機器購入費補助金 

   （７百万円） 
・リサイクルステーション運営費 
       （１９０百万円） 
・集団回収報奨金（２６百万円）
・集団回収事業補助金 

（５百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
脱炭素化の実現と資源循環の
促進 

【要望内容】
③ 効率的で安定した処理施設
を運営するための予算を確保す
ること。 

・引き続き、安全安心なごみ処理体制を推進するとともに、グリーン
電力証書の販売を始めとする、ごみ発電の有効活用や、生成される
溶融スラグや堆肥の有効利用を促進し、脱炭素化の実現と資源循環
の促進に向けた施設運営を行う。 

（環境部 清掃施設課） 

・渡刈クリーンセンター管理運営
費   （２，２０５百万円） 
・藤岡プラント管理運営費 

（４８７百万円） 
・グリーン・クリーンふじの丘施
設管理費  （２８５百万円）
・勘八不燃物処分場施設管理費 

（７５百万円） 
・プラスチック資源化施設管理運
営費     （９８百万円） 
・緑のリサイクルセンター管理運
営費    （２１9百万円） 
・逢妻衛生プラント施設管理費 

（３５３百万円） 
・砂川衛生プラント施設管理費 

（３０６百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
良好な生活環境への取組強化 

【要望内容】
① 環境汚染の防止を目的に、
環境調査体制の充実と環境調査
情報の発信と理解促進を実施す
る予算を確保すること。 

・本市の一般環境（大気、水質、騒音、振動、ダイオキシン類など）
について、広域的かつ継続的に調査を実施することで、環境の汚染
防止や改善が進んでいることを確認するとともに、その結果を市民
に分かりやすく情報発信する。 
・科学的知見の蓄積により、新たに環境リスクが認められた化学物質
については、優先して市内の汚染状況を把握し、必要に応じて事業
者等へ改善を促していく。 
・大気汚染の常時監視は、測定局の管理及び機器更新を適切に行うこ
とで、環境基準の長期的評価ができる有効測定局を維持する。 
・河川環境を市民自らの感覚で評価する川しらべを実施し、市民によ
り身近な水辺への環境意識の向上を促す。 

（環境部 環境保全課） 

・環境調査費  （５０百万円） 
・大気測定局管理費 

（３０百万円） 
・大気測定局施設整備費 

（６百万円） 
・水環境指標推進費 

（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【環境福祉部会】 

【要望事項】
良好な生活環境への取組強化 

【要望内容】
② ごみ屋敷の対応に取り組む
予算を確保すること。 

・いわゆるごみ屋敷の対応では、関係課等による庁内対策会議や個別
ケース診断会議で、対応状況の情報共有や今後の対応について協議
を行い、解決に向けた支援など連携して取り組んでいく。 
・解決の進まない案件の多くは、原因者が地域等から孤立しているた
め、頻繁に声かけを行い良好な関係性を築くとともに、近隣住民や
自治区長等とも連携して、原因者が様々な方と関係性を持てるよう
心がけていく。 

（環境部 環境保全課） 

・不良な生活環境解消推進費 
（２百万円） 

・人件費（不良な生活環境を解消
するための審議会委員報酬） 

（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
にぎわいと魅力ある都心づく
りのための環境の整備 

【要望内容】
① 都心環境計画の市民、地元
の合意形成に基づいた見直しを
図り、西口をはじめとするペデ
ストリアンデッキの再整備、豊
田市駅東口広場整備など都心の
安全性と利便性の向上のための
公共空間整備を推進するための
予算を確保すること。 

・都心環境計画については、日常的なにぎわい空間の創出や安全・安
心な歩行者動線の確保に向け、都市施設の機能・規模の最適化を図
るとともに、整備内容を丁寧に説明し、市民合意形成を図りなが
ら、公共空間の整備を進めていく。 

（都市整備部 都市整備課） 

・都心環境計画整備費 
（９百万円） 

・豊田市駅西口施設整備費 
（５３６百万円） 

・豊田市駅東口駅前広場整備費 
（１１２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
にぎわいと魅力ある都心づく
りのための環境の整備 

【要望内容】
② 計画では今年度で最終年度
となる豊田市東口まちなか広場
及び隣接する県道豊田市停車場
線など駅前空間活用し公民連携
の合意形成を図り日常的なにぎ
わいを創出できる公共空間活用
のための仕組づくりを促進する
予算を確保すること。 

・豊田市駅東口まちなか広場（愛称 とよしば）で得られた知見や
「あそべるとよたプロジェクト」における民間活力を取り入れなが
ら、都市再生推進法人を中心に、地域との連携を踏まえつつ公共的
空間の更なる活用を推進していく。 
・また、道路空間では、都市利便増進協定に基づく占用特例等を活用
し、魅力や賑わい創出につなげるための公民連携の取組を行ってい
く。 

（産業部 商業観光課、都市整備部 都市整備課） 

・商業活性化推進交付金 
（２６百万円） 

・公共空間活用推進費 
（２３百万円） 

・豊田市駅東口駅前広場整備費 
 （１１２百万円） 

・新豊田駅東口駅前広場整備費 
（２百万円） 
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№73 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
安全で快適な道路ネットワー
クの構築と公共交通の再編 

【要望内容】
① 南北バイパスを始めとした
市内各地域を結ぶ、一体的な生
活圏を形成し安全で円滑に移動
できる都市道路ネットワークの
構築を早期に図る予算を確保す
ること。 

・本市では、国道１５５号豊田南バイパス・国道１５３号豊田北バイ
パスを始め、国道３０１号松平バイパスや国道４１９号四郷拡幅な
ど、国、県と連携した事業を進めるほか、（都）高橋細谷線や
（都）豊田刈谷線の４車線化整備など、都市の骨格となる幹線道路
ネットワークの整備を推進している。 
・令和３年度には、国道４１９号西中山バイパスが事業化されるな
ど、着実に進捗が図られている。 
・引き続き、生活と産業を支え持続可能な都市の実現を目指し、幹線
道路ネットワークの早期構築に向け、国、県への予算要望を含め積
極的に取り組んでいく。 

（建設部 建設企画課、幹線道路推進課、街路課、土木課、
都市整備部 区画整理支援課）

・特定道路建設費 
（２，５２５百万円） 

・特定道路改良促進費 
（１７５百万円） 
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№74 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
安全で快適な道路ネットワー
クの構築と公共交通の再編 

【要望内容】
② 公共施設や商業施設、医療
施設といった生活の基幹となる
施設のほか鉄道駅など交通結節
点を連絡する道路ネットワーク
の充実と渋滞解消、事故削減を
図るための予算を確保するこ
と。 

・公共施設や医療施設、鉄道駅などの交通結節点等を結ぶ道路とし
て、（都）西岡吉原線を始め（都）若林東西線、（都）浄水駅北通り
線等の整備を推進していく。 
・地域交通の円滑化など生活環境の向上を図るため、名鉄三河線若林
駅付近連続立体交差事業により、鉄道の高架化と周辺道路の整備を
推進していく。 
・これら幹線道路の整備により、生活道路へ流入する通過交通を排除
し、幹線道路と生活道路の機能分化を図っていく。あわせて、安全
性を考慮した生活道路の整備により、安全安心なまちづくりを進め
ていく。 

 （建設部 街路課、幹線道路推進課、土木課、地域建設課、
建設企画課） 

・街路建設費（５，２７４百万円）
・市道改良費１（５８２百万円）
・市道改良費２（６５６百万円）
・市道新設費（２９８百万円） 
・歩道設置費（３２５百万円） 
・道路交通安全対策費 

（１０百万円） 
・特定道路建設費 

（２，５２５百万円） 
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№75 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
安全で快適な道路ネットワー
クの構築と公共交通の再編 

【要望内容】
③ 超高齢社会に対応するた
め、公共交通空白地区等に対す
る交通まちづくり施策の見直し
に伴う公共交通ネットワークの
再編などバス路線導入の検討、
タクシーや住民共助など新たな
地域交通の仕組みの実現に向け
た予算を確保すること。 

・令和４年１０月に施行した「地域公共交通計画」に基づき、おいで
んバスなどの基幹交通は、ネットワークとして維持していく。 
・また、地域バスなどの生活交通は、「自助・共助・公助」による多
様な移動手段を組み合わせ、持続可能な移動サービスを実現してい
く。 
・タクシーの更なる利活用や住民共助による移動サービスなど、新た
な仕組みの実現に向けて、必要な支援制度を整えていく。 
（都市整備部 交通政策課、地域振興部 地域支援課及び関係支所） 

・地域内交通確保調査費 
（２百万円） 

・地域バス運行費 
（４５９百万円） 

・地域タクシー運行費 
（１１百万円） 

・共助交通支援費 （２百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
リニア中央新幹線を視野に入
れた名鉄三河線の高架複線化
事業の推進 

【要望内容】
① 若林駅付近の高架化事業を
確実に推進する予算を確保する
こと。 

・名鉄三河線若林駅付近の高架化については、令和５年度からの高架
本体工事に合わせて、鉄道と交差する道路の整備などを行い、事業
の推進を図っていく。 

（建設部 街路課）

・街路建設費（５，２７４百万円）
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№77 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
リニア中央新幹線を視野に入
れた名鉄三河線の高架複線化
事業の推進 

【要望内容】
② 豊田市駅の安全及び利便性
向上のため、更に都心環境計画
に基づくまちの賑わい創出に向
けた駅舎整備を着実に推進する
ための予算を確保すること。 

・名鉄豊田市駅の駅舎整備については、安全性・利便性の向上を図る
とともに、高架下利用など賑わい創出につながる整備を鉄道事業者
と協調して推進していく。 

（都市整備部 都市整備課、交通政策課） 

・鉄道駅耐震補強事業補助金 
（６２百万円） 
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№78 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
リニア中央新幹線を視野に入
れた名鉄三河線の高架複線化
事業の推進 

【要望内容】
③ 市内鉄道駅のバリアフリー
化など環境整備を推進するため
の予算を確保すること。 

・バリアフリー法の基本方針では、駅利用者数が３，０００人／日以
上の場合にバリアフリー化の義務が発生する。 
・基準を満たしていない駅は、鉄道事業者の任意であるが、利用の実
態等に鑑み、バリアフリー化の実現に向けて鉄道事業者と調整して
いく。 
・バリアフリー整備の際は、鉄道事業者からの支援要請に基づき、国
の補助制度の活用を検討し、連携を図っていく。 

（都市整備部 交通政策課） 
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№79 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
豊田市運動公園への交通の利
便性の向上 

【要望内容】
① 豊田市運動公園への交通の
利便性向上を図るため名鉄三河
線の足助までの延伸を検討する
予算とパークアンドライド駐車
場を含めた公共交通等によるア
クセスの充実を図る予算を確保
すること。 

・名鉄三河線の延伸整備とパークアンドライド用駐車場整備は、事業
性や整備費用など課題が非常に多く、地域や交通事業者の意見を聞
きながら、今後の方向性を検討していく。 

（都市整備部 交通政策課） 
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№80 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
豊田市運動公園への交通の利
便性の向上 

【要望内容】
② 運動公園利用者のアクセス
道路の予算を確保すること。 

・市街地から豊田市運動公園など公共施設へのアクセス機能を向上さ
せる市北部の幹線道路網を形成するため、（都）豊田北バイパス
（国道１５３号）の事業を国土交通省が、（都）豊田多治見線（国
道４１９号）と（都）御船花本線（県道西中山越戸停車場線）の事
業を愛知県が進めており、本市としても、引き続き、国、県事業を
支援するとともに、関連する（都）猿投学校通り線の事業を進めて
いく。 
・これらの幹線道路の進捗に併せて、運動公園周辺の交通安全確保に
向けた生活道路の整備を図っていく。 

（建設部 建設企画課、幹線道路推進課、街路課、土木課）

・街路建設費（５，２７４百万円）
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№81 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
家族形成期世代や子育て世代
の更なる定住促進と定住プロ
モーションの推進 

【要望内容】
① 施行中の土地区画整理事業
の推進及び新たな市街地整備の
展開に必要な予算を確保するこ
と。 

・多核ネットワーク型都市構造を確立し、居住誘導拠点における住
宅・宅地確保を図るため、交通利便性が高い鉄道駅周辺において、
昨今の人口減少や市を取り巻く社会構造の変化等を見据えながら、
引き続き、土地区画整理事業及び新たな市街地整備に取り組んでい
く。 
・土地区画整理事業施行中の土橋、花園などについては、事業計画に
基づき計画的な進捗を図るとともに、新たな市街地整備を検討して
いる地区については、それぞれ地区の実状に合わせたまちづくりの
方向性などの検討を地元組織と協力して取り組んでいく。 

（都市整備部 市街地整備課、区画整理支援課、
企画政策部 土地利用調整課）

・土橋土地区画整理事業負担金 
（９０百万円） 

・土橋土地区画整理事業繰出金 
（１９７百万円） 

・花園土地区画整理事業負担金 
（７８２百万円） 

・花園土地区画整理事業繰出金 
 （１，０１８百万円） 

・若林駅周辺土地区画整理調査費
（２１百万円）

・土地利用対策調整費 
（１０百万円） 

・八草駅周辺土地利用調査費 
（５４百万円） 

・上豊田駅周辺土地利用調査費 
（２百万円） 
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№82 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
家族形成期世代や子育て世代
の更なる定住促進と定住プロ
モーションの推進 

【要望内容】
② 住宅・宅地を積極的に確保
するため、優良建築物等整備事
業への支援を充実させるととも
に、定住施策に向けた規制緩和
策など検討立案のための予算を
確保すること。 

・優良建築物等整備事業については、市街地再開発事業等補助金交付
 要綱に基づき、国や県と共に補助を行っていく。 
・駅周辺への宅地供給や拠点地域核等への居住誘導を実現するため、
土地の高度利用に係る規制緩和のニーズの把握に努めて、便利に暮
らせる駅周辺居住の推進を図っていく。 

（都市整備部 定住促進課、都市整備課） 

・住宅マスタープラン推進費 
（１百万円） 

・三河豊田駅前地区優良建築物等
整備費補助金 

（９８４百万円） 
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№83 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
家族形成期世代や子育て世代
の更なる定住促進と定住プロ
モーションの推進 

【要望内容】
③ 豊田の住みよさを積極的に
発信する定住プロモーション推
進のための予算を確保するこ
と。 

・ポストコロナ社会における新しい生活様式や働き方を踏まえ、定住
につなげていくターゲットを明確にし、居住地選択の傾向や決定要
因の分析を行い、それに応える「豊田市の魅力や住みやすさ」を届
ける効果的な定住プロモーション活動を積極的に進めていく。 

（都市整備部 定住促進課） 

・定住促進プロモーション費 
（１３百万円） 
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№84 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
森林資源の更なる活用に向け
た、林業及び木材利用の活性化
の推進 

【要望内容】
① 森林の持つ多機能面を発揮
させるため団地化等森林整備の
基盤を整えるとともに、林業従
事者の確保や育成、働く環境の
改善とデジタル技術等新たな技
術導入等に必要な予算を確保す
ること。 

・団地化等については、引き続き地域森づくり会議及び森林組合と連
携を図り、デジタル技術も活用しながら、間伐を推進していく。 
・林業従事者の確保、育成、働く環境の改善については、新規就業者
育成推進事業補助金及び森林作業員基礎技術研修の継続に加え、新
たに森林作業の安全技術向上を目的に森林組合の伐倒練習機導入を
補助していく。 

             （産業部 森林課）

・森づくり推進組織育成費交付金
（２２百万円） 

・団地化推進費 （６１百万円） 
・森づくり担い手育成支援費補助
金      （２７百万円）
・新規就業者育成推進事業費補助
金      （２１百万円）
・林業安全対策用設備導入事業費
補助金     （１百万円）
・人材育成費   （２百万円） 
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№85 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
森林資源の更なる活用に向け
た、林業及び木材利用の活性化
の推進 

【要望内容】
② 地域材の利用を推進するた
め、地域材の供給体制を確立さ
せるとともに、地域材商品の開
発や、民間及び公共施設での利
用促進に必要な予算を確保する
こと。 

・地域材の供給体制については、（一社）ウッディーラー豊田を中心
に、「ほしい人」が「ほしい量」を「ほしい時」に使える供給体制
や一元化された相談窓口の構築を図っていく。地域材商品の開発に
ついては、中核製材工場や既存製材所、加工事業者をはじめ地域材
関係者との連携を強化することで、地域材の活用拡大に資する体制
構築を推進していく。 
・民間施設での地域材の利用促進については、地域材に触れる機会を
増やすために、引き続き木質化を図るテナント事業者等に対する経
費の一部補助を行い、活用を促進することで、広く市民に木材の良
さを発信していく。 
・公共施設における地域材の利用促進については、公共建築物の整備
に関係する庁内各課と連携し、コスト面や環境面をはじめ様々な観
点から調整を行っていく。 
       （産業部 森林課、都市整備部 建築計画調整課）

・活動推進費   （５百万円） 

・テナント店舗等木質化モデル 
創出事業補助金（１０百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
中央公園を中心とした公園緑
地整備の推進 

【要望内容】
① 令和 8年アジア競技大会を
一つの契機と捉えた中央公園第
二期整備事業の現在決定されて
いる区域を確実に進捗するため
の予算及び次期整備区域の予算
を確保すること。 

・中央公園第二期整備事業については、まず先行整備区域において、
民間事業者の公募、用地取得及び基盤整備工事などを、着実に進め
られるよう努めていく。 
・次期整備区域については、民間事業者参入を見据えたサウンディン
グ調査を踏まえ、先行整備区域の賑わい創出やスポーツツーリズム
等の整備効果を検証した上で事業化を見極めていく。 

（都市整備部 公園緑地つくる課） 

・中央公園第二期整備費 
（９６９百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
中央公園を中心とした公園緑
地整備の推進 

【要望内容】
② 矢作川を生かした賑わいづ
くりを目指し、中央公園と連携
した矢作緑地全体の利活用に向
け矢作川水辺プロジェクトを推
進するための予算を確保するこ
と。 

・矢作川を生かした賑わいづくりにおいては、矢作川の河川改修事業
や中央公園第二期整備計画と連携しながら、コアエリアにおける利
活用の活性化に取り組むとともに、新たな「かわまちづくり計画」
に基づく基盤整備など、矢作緑地全体の利活用に向けた検討を行っ
ていく。 

（都市整備部 公園緑地つくる課、公園緑地つかう課、 
建設部 河川課） 

・矢作川改修促進費 
（３６百万円） 

・矢作川環境整備費 
（８７百万円） 
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№88 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
市民の生命財産を守る安心安
全で強靭なまちづくりの推進 

【要望内容】
① 豊田市国土強靭化地域計画
を推進し、災害時を見据えた質
の高いインフラ整備を積極的に
実施しながら、河川や橋りょう
など都市施設及び農業用施設等
の防災減災対策に取り組むとと
もに、豊田市公共施設等総合管
理計画に基づく施設管理により
社会基盤の重要な機能の維持に
努め、災害に強い地域づくりを
実現する予算を確保すること。 

・道路施設、河川施設及び農業用施設については、豊田市公共施設等
総合管理計画に基づく個別施設計画に沿った点検や計画的な修繕を
着実に行うことで社会基盤の適正な機能維持に努めていく。 
（建設部 道路維持課、地域建設課、道路予防保全課、河川課、

産業部 農地整備課） 

（次ページへ続く） 

・道路等管理費 
（１，０１４百万円） 

・道路修繕費（２，０５０百万円）
・交通安全施設維持管理費 

        （２７１百万円） 
・橋りょう修繕費 

（６９１百万円） 
・河川等施設費（１４４百万円） 
・河川修繕費  （４１０百万円） 
・排水路改良費（４９３百万円）
・農業用施設管理費(４９百万円)
・農道整備費   (５６百万円) 
・水路整備費   (９５百万円)
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・橋りょうについては、平成８年道路橋示方書より古い基準で設計さ
れた橋長１５ｍ以上の橋りょうのうち、緊急輸送道路等を跨ぐ重要
橋りょうに対し、優先順位を付け引き続き計画的に耐震対策を進め
ていく。 

（建設部 道路予防保全課）

・「豊田市総合雨水対策マスタープラン」に基づき、河川改修や雨水
貯留施設の整備などのハード対策を進め、防災減災対策に取り組ん
でいく。 

（建設部 河川課） 

・農業用施設の防災減災対策については、総合農地防災事業・農村地
域防災減災事業として、幹線用水路、防災重点農業用ため池の整備
を国営・県営事業で進めていく。 

（産業部 農地整備課） 

・耐震対策費 （１４６百万円） 

・河川改良費 （７３９百万円）
・流域貯留施設整備費 

（２１百万円） 

・矢作川総合第二期地区支援事業 
費       （９百万円）
・県営震災対策農業水利施設整備
費（枝下用水地区） 

（２１８百万円） 
・防災ため池整備費 

（６百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
市民の生命財産を守る安心安
全で強靭なまちづくりの推進 

【要望内容】
② 早期災害復旧対策を図るた
めに地籍調査の予算を確保する
こと。 

・大規模災害後の早期復旧対策等に寄与する地籍調査を「第７次国土
調査事業十箇年計画」に基づき、計画的に進めるため、国から示さ
れた新たな調査手続の活用や効率的な調査手法について積極的に取
り組み、国の交付金確保が優先されるよう努める。 

（産業部 農地整備課） 

・地籍調査費  （４８百万円） 
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№90 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
商業の活性化及び観光の産業
化による賑わい創出の促進 

【要望内容】
① 新型コロナの影響からの出
口を見据えて、飲食業宿泊業等
を含めた地域経済の活性化に向
けた予算を確保すること。 

・飲食店等への支援として、日常的な外食需要の呼び起こしや地域で
の消費機会を創出するため、商業団体が行うプレミアム付き商品
券発行事業などの取組を支援し、コロナ禍で落ち込んだ市民の
消費意欲の早期回復を後押しする。 
・観光においては、新型コロナウイルス感染症の動向及び市内の状況
を見極めながら、テーマ別観光商品の開発及び観光ポイント制度
「いこまいるとよた」の推進等、必要な取組を実施していく。 

（産業部 商業観光課） 

・商店街等プレミアム商品券発行
事業補助金 （１５０百万円）
・ツーリズムとよた補助金 

（１１０百万円） 
・観光プロモーション費 

（１４百万円） 
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№91 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
商業の活性化及び観光の産業
化による賑わい創出の促進 

【要望内容】
② 観光者の受入環境等の基盤
整備と、観光プロモーションの
戦略的展開による市外からの来
訪、マイクロツーリズムなど市
内の観光ニーズの掘り起こしな
ど観光の産業化を促進する予算
を確保すること。 

・新型コロナウイルス感染症の動向及び市内の状況を見極めながら、
テーマ別観光商品の開発及び観光ポイント制度「いこまいるとよ
た」の推進等、必要な取組を実施していく。 
・安全な観光施設に向け、枯木や倒木の恐れのある樹木を伐採し、老
朽化が進む施設に関しては補修工事及び修繕を実施し、来訪者への
憩いの場所としての整備を計画的に進めていく。 

（産業部 商業観光課） 

・ツーリズムとよた補助金 
（１１０百万円） 

・王滝渓谷観光施設費／施設整備
費      （４０百万円） 
・松平郷観光施設費／施設整備費 

（７百万円） 
・猿投地区観光施設費／施設整備
費       （３百万円） 

101



豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№92 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
ものづくり中小企業の支援強
化 

【要望内容】
① ものづくり創造拠点
SENTANを核として、既存企業
の新事業展開やスタートアップ
によるイノベーション創出を促
進するとともに、ものづくり人
材育成を着実に推進する予算を
確保すること。 

・ものづくり創造拠点ＳＥＮＴＡＮにおいて、新たな資源とのマッチ
ングや、事業拡大・ビジネス化を支援するピッチイベント、新製
品・新技術等の開発や新たなビジネスモデルの構築に関わる補助制
度等を継続的に実施するほか、新たに新規事業へ挑戦する企業への
事業計画策定の支援等を実施することで、既存企業の新事業展開や
スタートアップの事業化を支援していく。 
・「次世代航空モビリティ協業ネットワーク」において、次世代航空
モビリティの開発・製品化の加速に向けた「開発報告＆提案会」の
開催、社会受容性の向上に向けた講演会等を実施するほか、新たな
参入企業の募集セミナー等を実施し、次世代航空モビリティの地域
産業化を目指していく。 
・また、「ものづくりミライ塾」や、とよたイノベーションセンター
の人材育成事業「製造技術者育成プログラム」、「デジタルものづく
りカレッジ」を継続して実施し、デジタル人材も含めたものづくり
人材の育成を進めていく。 

（産業部 次世代産業課） 

・ものづくり創造拠点運営費 
（７９百万円） 

・新事業展開支援費 
（２０百万円） 

・ものづくり創造補助金 
（２３百万円） 

・次世代航空モビリティ産業化推 
進費      （１３百万円） 

・イノベーションセンター運営費 
（４６百万円） 
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№93 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
ものづくり中小企業の支援強
化 

【要望内容】
② カーボンニュートラルの実
現、デジタル技術の導入活用な
ど企業を取り巻く社会環境の変
化に向けた整備支援のための予
算を確保すること。 

・市内ものづくり中小企業の持続的発展に向け、省エネ生産設備の導
入支援の新設により、創エネ・省エネに資する設備投資への補助金
を拡充し、カーボンニュートラルの取組支援を強化するとともに、
デジタル人材育成、サイバーセキュリティ対策、メタバース活用等
に対する支援、ＤＸ推進プラットフォームの運営等により、デジタ
ル技術の活用に対する支援に取り組んでいく。 

（産業部 産業労働課、次世代産業課） 

（次ページへ続く） 

・デジタル人材育成支援費 
（１７百万円） 

・中小企業経営力高度化事業補助
金      （２６百万円）
・デジタル技術活用促進費 

（２６百万円） 
・カーボンニュートラル取組拡大
支援費     （９百万円） 
・カーボンニュートラル創エネ促
進補助金  （５００百万円）
・カーボンニュートラル省エネ生
産設備導入促進補助金 

（５００百万円） 
・企業立地奨励補助金 

（９３７百万円） 
・イノベーションセンター運営費 

（４６百万円） 
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№93 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・中小企業の脱炭素経営を推進するため、カーボンニュートラルの必
要性や省エネ及び再エネ導入の実践手法を学び合う「豊田市脱炭素
スクール」を第２期以降も引き続き実施する。 

 （環境部 環境政策課） 

・地球温暖化防止対策関連費
（脱炭素スクール運営業務委
託費）    （３百万円） 
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№94 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
本市の農業の持続的な発展に
向けた取組の推進 

【要望内容】
① 食料の安定供給の重要性が
再認識されるなか、本市の「食
と農」の一層の推進を図るた
め、新たな担い手の確保や地産
地消を支える機関連携の推進な
ど、本市の農業の持続的な発展
に向けた予算を確保すること。 

・農業者の生産性向上と所得向上を図り、強靭な農業を実践するた
め、引き続き高性能農業用機械等の導入を支援するほか、新たに耕
畜連携を推進するため、飼料生産用機械等の導入を支援する。 
・農ライフ創生センターが運営する各種講座を通じて、農の楽しさを
知ってもらうためのきっかけづくりに取り組んでいくほか、引き続
き「担い手づくりコース」の運営により新たな担い手の確保及び育
成を図るとともに、「桃・梨専門コース」の運営により本市のブラ
ンド農産物である桃・梨について若い担い手の確保及び育成を図っ
ていく。 

（産業部 農業振興課） 

（次ページへ続く） 

・あいち型産地パワーアップ事業 
費補助金   （３５百万円）
・地域施設整備費補助金 

（５百万円） 
・山間地営農等振興費補助金 

（１７百万円） 
・耕畜連携支援強化事業費補助金

（７百万円） 
・農業人材力強化総合支援費補助
金      （１５百万円）
・新規就農者育成総合対策補助金

（４３百万円） 
・農ライフ創生センター費（運営
費）     （２３百万円） 
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№94 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

・地域計画の策定や農業者の周辺環境の向上を通じて、各集落の担い
手への農地の集積・集約を推進し、営農の効率性を高めるととも
に、農業の脱炭素化に挑戦する農業者等を支援することで、持続可
能な農業の実現を図っていく。 
・豊田市農産物ブランド化推進協議会や豊田市農産物直売所連絡協議
会などによる各種ＰＲイベントの開催、ＳＮＳを使用した情報発信
を充実し、地産地食の推進による市民の買い支え意識の醸成を図っ
ていく。 

（産業部 農政企画課） 

・人・農地プラン推進費 
（２百万円） 

・農地集積支援事業費補助金
（２百万円） 

・農業チャレンジ推進補助金 
（３百万円） 

・豊田地域農業活性化対策負担金
（５百万円） 

・地産地食推進費 （５百万円） 
・農産物直売所推進費 

（１百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
本市の農業の持続的な発展に
向けた取組の推進 

【要望内容】
② 鳥獣による農作物被害を低
減し、営農意欲の維持・向上を
図るための予算を確保するこ
と。 

・鳥獣による農作物被害の低減に向け、引き続き「環境整備対策」、
「侵入防止対策」、「捕獲対策」の３つの取組を柱に取り組んでい
く。 
・また、より効果的に鳥獣害対策を推進するため、集落や猟友会を始
めとする関係機関との連携を深めるとともに、必要な人材の育成、
情報の共有化を図り、鳥獣害に強い集落づくりを目指していく。 

（産業部 農業振興課） 

・有害鳥獣捕獲対策費  
（４１百万円） 

・野生鳥獣被害防止対策事業補助
金       （５百万円）
・狩猟免許取得支援費補助金 
         （１百万円） 
・鳥獣害防止総合対策費負担金 
        （２６百万円） 
・有害鳥獣捕獲奨励補助金 
         （５百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
人材の確保と事業継続のため
の支援強化 

【要望内容】
① 地域産業の担い手の確保
と、事業活動の基盤強化、事業
承継など中小企業・小規模事業
者が抱える課題に対して包括的
な支援策を構築するとともに、
必要な予算を確保すること。 

・中小企業の経営力高度化を促進するため、人材育成、人材確保、販
路開拓、ＢＣＰ策定、事業承継・Ｍ＆Ａ、副業人材等活用に係る費
用の一部を、支援していく。 
・事業承継を支援するため、商工会議所、豊田信用金庫との連携によ
るとよた事業承継プラットフォームにより、セミナーを開催すると
ともに、無料相談にも対応していく。 
・地域産業の担い手確保を支援するため、地元企業経営者等による高
校での出張授業や、大学生等に向けた市内就職ＰＲのための特設サ
イトにより、地元企業の魅力発信を支援していく。 

（産業部 産業労働課） 

・中小企業経営力高度化支援補助
金      （２６百万円）
・人材マッチング支援費 

（１９百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
人材の確保と事業継続のため
の支援強化 

【要望内容】
② 新たな事業展開や生産性の
向上を図るための予算を確保す
ること。 

・中小企業のＩＴ導入やデジタル変革（ＤＸ）の推進による新たな事
業展開や生産性の向上を図るため、「豊田市ＤＸ推進プラットフォ
ーム」を軸に、ＤＸ推進セミナーやＩｏＴ体験講座、ＤＸ促進アド
バイザー派遣事業等を継続実施するほか、企業間のマッチングや交
流会等を行っていくとともに、新たにＤＸのモデルとなる事業の 
創出支援や横展開を図っていく。 

（産業部 次世代産業課） 

・事業者の新事業展開や生産性向上を図る方策の１つとして、副業・
兼業などの外部人材の活用や、人材確保に関する支援を検討すると
ともに、求職者等に対するデジタルスキル向上を支援していく。 
・中小企業の経営力高度化を促進するため、人材育成、人材確保、販
路開拓、ＢＣＰ策定、事業承継・Ｍ＆Ａ、副業人材等活用に係る費
用の一部を、支援していく。 

（産業部 産業労働課） 

・デジタル技術活用促進費 
（２６百万円） 

・イノベーションセンター運営費 
（４６百万円） 

・人材マッチング支援費 
（１９百万円） 

・デジタル人材育成支援費 
（１７百万円のうち、３百万円） 
・女性再就労支援費 

（４９百万円） 
・中小企業経営力高度化事業補助
金      （２６百万円）
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
多様な人材の活躍に向けた働
き方改革の推進 

【要望内容】
① 多様な人材が能力を発揮で
きる職場環境に向けた予算を確
保すること。 

・働き方改革に関する情報提供を行うとともに、自社の現状把握及び
新たな取組を支援するため、「働き方改革アドバイザー・講師派遣
制度」により、専門家を無料で派遣する。 
・働き方改革に取り組み、成果を上げた事業所を表彰する「はたらく
人がイキイキ輝く事業所表彰制度」を実施することで、改革に取り
組む事業所のすそ野の拡大及び奏功事例の横展開に繋げていく。 
・新たに、中小企業が働き方改革に取り組むために要する経費の一部
を支援する。 

 （産業部 産業労働課） 

・働き方改革推進費（アドバイザ
ー派遣費）   （１百万円） 

・働き方改革推進費（啓発事業
費）      （５百万円） 

・働き方改革推進支援補助金 
（１５百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
多様な人材の活躍に向けた働
き方改革の推進 

【要望内容】
② オンライン等を活用した人
材育成支援の予算を確保するこ
と。 

・オンラインや、対面とオンラインのハイブリッド型での人材育成セ
ミナーなどを開催していく。 
・中小企業が取り組むオンライン等を活用した人材育成を支援してい
く。 

（産業部 産業労働課） 

・女性再就労支援費 
（４９百万円） 

・中小企業経営力高度化事業補助
金      （２６百万円）

111



豊田市議会自民クラブ議員団「令和５年度当初予算への要望（部会要望）」への回答 

№100 

要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
鞍ケ池公園、毘森公園を始めと
した都市公園などの整備の着
実な推進 

【要望内容】
① 更なる利用促進に向けた鞍
ケ池公園などの都市公園の整備
の促進、また毘森公園など再整
備の検討が必要な都市公園につ
いて持続可能な公園のあり方と
ともに着実な整備ための調査費
等事業促進のための予算を確保
すること。 

・快適な市民生活の環境確保に向けて、国庫補助金等を活用しながら
公園の整備促進を図っていくとともに、既存ストックの有効活用や
市民ニーズの変化に対応した今後の公園のあり方等を検討し、再編
も含めた公園事業を計画的に進めていく。 

（都市整備部 公園緑地つくる課、企画政策部 都市計画課） 

・街区公園整備費（３９百万円） 
・地区公園整備費（７９百万円） 
・公園整備計画策定費 

（１０百万円） 
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要望事項 要望事項に対する対応（担当課） 主な計画事業(令和５年度当初予算)
その他参考事項

部会要望【産業建設部会】 

【要望事項】
鞍ケ池公園、毘森公園を始めと
した都市公園などの整備の着
実な推進 

【要望内容】
② 緑道等の着実な事業推進の
ための予算を確保すること。 

・緑道等の整備については、愛知県の枝下用水耐震工事が完了した区
間において、効率的かつ迅速に既存緑道の復旧ができるよう、調整
を行っていく。 

（都市整備部 公園緑地つくる課） 

・枝下緑道（４６百万円） 
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